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第３３回平成２２年９月与謝野町議会定例会会議録（第１号）

招集年月日 平成２２年９月１日

開閉会日時 午前９時３０分 開会 ～ 午後３時５分 散会

招集の場所 与謝野町議会会議場

１．出席議員

１番 野 村 生 八 １０番 山 添 藤 真

２番 和 田 裕 之 １１番 小 林 庸 夫

３番 有 吉 正 １２番 多 田 正 成

４番 杉 上 忠 義 １３番 赤 松 孝 一

５番 塩 見 晋 １４番 糸 井 満 雄

６番 宮 﨑 有 平 １５番 勢 旗 毅

７番 伊 藤 幸 男 １６番 今 田 博 文

８番 浪 江 郁 雄 １７番 谷 口 忠 弘

９番 家 城 功 １８番 井 田 義 之

２．欠席議員

３．職務のため議場に出席した者

議会事務局長 秋山 誠 書 記 河邊 惠

４．地方自治法第１２１条の規定により、説明のため出席した者

町 長 太田 貴美 代表監査委員 足立 正人

副 町 長 堀口 卓也 教 育 長 垣中 均

参事兼企画財政課長 吉田 伸吾 教育委員長 白杉 直久

総 務 課 長 奥野 稔 商工観光課長 太田 明

岩滝地域振興課長 藤原 清隆 農 林 課 長 浪江 学

野田川地域振興課長 宇野 準一 教育推進課長 土田 清司

加悦地域振興課長 和田 茂 教 育 次 長 鈴木 雅之

税 務 課 長 日高 勝典 下水道課長 西村 良久

住民環境課長 永島 洋視 水 道 課 長 吉田 達雄

会 計 室 長 金谷 肇 保 健 課 長 泉谷 貞行

建 設 課 長 西原 正樹 福 祉 課 長 佐賀 義之
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５．議事日程

日程第 １ 会議録署名議員の指名

日程第 ２ 会期の決定について

日程第 ３ 諸般の報告

日程第 ４ 議案第 ８１号 与謝野町消防団員等公務災害補償条例の一部改正査について

（提案理由説明）

日程第 ５ 議案第 ８２号 町道路線の認定について

（提案理由説明）

日程第 ６ 議案第 ８３号 奥滝辺地に係る総合整備計画の変更について

（提案理由説明）

日程第 ７ 議案第 ８４号 香河辺地に係る総合整備計画の変更について

（提案理由説明）

日程第 ８ 議案第 ８５号 平成２２年度与謝野町一般会計補正予算（第２号）

（提案理由説明）

日程第 ９ 議案第 ８６号 平成２２年度与謝野町簡易水道特別会計補正予算

（第２号）

（提案理由説明）

日程第１０ 議案第 ８７号 平成２２年度与謝野町下水道特別会計補正予算

（第２号）

（提案理由説明）

日程第１１ 議案第 ８８号 平成２２年度与謝野町介護保険特別会計補正予算

（第１号）

（提案理由説明）

日程第１２ 議案第 ８９号 平成２２年度与謝野町国民健康保険特別会計補正予算

（第２号））

（提案理由説明）

日程第１３ 議案第 ９０号 平成２１年度与謝野町一般会計歳入歳出決算認定について

（提案理由説明）

日程第１４ 議案第 ９１号 平成２１年度与謝野町簡易水道特別会計歳入歳出

決算認定について

（提案理由説明）

日程第１５ 議案第 ９２号 平成２１年度与謝野町宅地造成事業特別会計歳入歳出

決算認定について

（提案理由説明）

日程第１６ 議案第 ９３号 平成２１年度与謝野町下水道特別会計歳入歳出

決算認定について

（提案理由説明）

日程第１７ 議案第 ９４号 平成２１年度与謝野町農業集落排水特別会計歳入歳出
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決算認定について

（提案理由説明）

日程第１８ 議案第 ９５号 平成２１年度与謝野町介護保険特別会計歳入歳出

決算認定について

（提案理由説明）

日程第１９ 議案第 ９６号 平成２１年度与謝野町土地取得特別会計歳入歳出

決算認定について

（提案理由説明）

日程第２０ 議案第 ９７号 平成２１年度与謝野町国民健康保険特別会計歳入歳出

決算認定について

（提案理由説明）

日程第２１ 議案第 ９８号 平成２１年度与謝野町老人保健特別会計歳入歳出

決算認定について

（提案理由説明）

日程第２２ 議案第 ９９号 平成２１年度与謝野町後期高齢者医療特別会計歳入歳出

決算認定について

（提案理由説明）

日程第２３ 議案第１００号 平成２１年度与謝野町財産区特別会計歳入歳出

決算認定について

（提案理由説明）

日程第２４ 議案第１０１号 平成２１年度与謝野町水道事業会計決算認定について

（提案理由説明）

追加日程第１ 請願第１号 米価の大暴落に歯止めをかけるための請願書

（提案～委員会付託）
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６．議事の経過

（開会 午前９時３０分）

議長（井田義之） ただいまの出席議員数は１８人であります。

定足数に達しておりますので、ただいまから第３３回平成２２年９月定例会を開会し、これよ

り本日の会議を開きます。

９月定例会の開会に先立ちまして、一言ごあいさつを申し上げます。

本日は大変暑い中を全員の皆さん、ご参集いただき、まことにありがとうございます。

けさは２学期が始まりまして、子供たちも元気に登校しておる姿が見れました。学校も夏休み

が終わり、まだ、夏休みのような暑さの中での登校でありますが、私たちも、この暑い中で９月

定例会、頑張っていきたいというふうに思っております。本当に今の暑さ、どこまで続く、この

猛暑というのが、私の偽らざる心境であります。また、日本の企業の空洞化が大変心配をされま

す円高、加えて株安、本当にどうなるのか心配をされるところでありますけれども、この点につ

きましても、どこまで進むのか、この円高、株安ということで懸念されるところであります。

また、日本のトップを選ぶ民主党の代表選挙がきょうから始まります。本当に熱い戦いという

ことになろうというふうに思いますけれども、私たちといたしましては、政治、経済の安定が早

い時期に望まれるところであります。

さて、本日の第３３回９月定例会は、多くの議案が提案されますけれども、２２年度の補正予

算、２１年度の決算が主な内容であろうというふうに思いますが、特に２１年度の決算につきま

しては、従来、もう私から申し上げるまでもありませんけれども、既に終わった部分の認定審査

であります。どうしてもおろそかになりがちでありますけれども、決算を粛々と審議をして、反

省点を見出し、それを次に生かしていくというのが、我々の責務であり、行政の方々に求めなけ

ればならない大きな重要な課題であります。どうか、決算だからということでおろそかにするの

ではなしに、慎重な上にも活発な議論をしていただきまして、与謝野町の２３年度の予算にはし

っかりと生かしていただけるようにお願いがしたいなというふうに思っておりますので、よろし

くお願いをいたします。

次に、私から報告とお願いをしておきます。本日の議会は、一応提案説明のみで、終了後、全

員協議会を開催いたしますので、よろしくお願いいたします。

次に、議会の放映のことですけれども、６月定例会は試行ということで実施をしていただきま

した放送ですが、有線テレビ放送、生放送と録画中継を、定例会に限り実施をするということに

なりましたので、報告をいたします。

臨時会につきましては、一応、内容を精査しながら必要であれば有線のほうの方にお願いをし

て、それも取り扱いをするということに決まりましたので、ご報告しておきます。

また、これはお願いでありますけれども、皆さん、発言をされるときには大きな声で挙手して

いただきたいと、挙手だけでは私のほう、なかなかわからなくてきょろきょろせないかんときが

ありますので、大きな声で手を挙げていただきたい。そして、発言時間については、何回も過去

の議長さんも申しておられますけれども、時間の厳守をよろしくお願いいたします。

次に、四つ目でありますけれども、本日から定例会が酷暑の中、始まるわけですが、クールビ

ズということで、国の温暖化対策にあわせ冷房温度を２８度に設定し、ネクタイ、上着について
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は各自の判断でということを実施をいたします。町民の皆さん方にも、その点について十分なご

理解とご協力をお願いしたいというふうに思います。

また、９月いっぱいということで、行政の方々は１０月に入ると正常に戻られるというのが、

今の方針だというふうに聞かさせておりますけれども、本年度、あまりにも、ことしは暑いとい

うことで１０月６日まで、一応会期６日までの日程を予定しておりますが、１０月に入りまして

の分については、また、行政の方々と町長と相談をしながら対応していきたいというふうに思っ

ておりますので、その点も皆さん方に周知徹底をお願いしておきます。

以上、お願いになりましたけれども、開会に当たりましての私からのあいさつとさせていただ

きます。

続きまして、太田町長よりごあいさつをお受けいたします。

太田町長。

町 長（太田貴美） 改めまして、皆様、おはようございます。暦の上でも処暑を過ぎ、夏の日差しも

ようやく衰え始めたかなと思いますが、まだまだ朝夕には、ここちよい涼やかな風も吹くとは申

しましても、日中は非常に残暑が厳しく、また、一方でいよいよ本格的な台風シーズンを迎える

こととなりました。昨年の８月の台風９号によります災害復旧事業もようやく一段落となりまし

たが、常日ごろの事前の備えの重要性を改めて認識いたしているところでございます。

さて、本日は第３３回平成２２年９月与謝野町議会定例会をお願いしましたところ、議員の皆

様には公私ともに大変ご多忙の中をご参集いただき、心より熱くお礼を申し上げる次第でござい

ます。

本定例会では、平成２１年度与謝野町一般会計歳入歳出決算認定などの重要議案をご審議いた

だくこととしております。その内容といたしましては、条例改正１件、町道路線の認定１件、辺

地計画の変更２件のほか補正予算５件、決算認定１２件の、都合２１件となっております。特に

平成２１年度決算につきましては、一般会計と特別会計との総合計で収入済額が２２８億

５，８９５万３，０００円、支出済額が２２４億４，８６０万５，０００円で、差し引き４億

１，０３４万８，０００円の黒字決算となっております。非常に限られた予算の中で町営バスひ

まわりの運行事業を初め有線テレビ拡張事業、住宅改修助成事業、緊急雇用対策事業などの町独

自の新規事業に加え、国の地域活性化対策事業の一環として生活対策臨時交付金事業、経済危機

対策臨時交付金事業、公共投資臨時交付金事業なども取り組ませていただいたものでございます。

先般、監査委員によります平成２１年度決算審査について報告をいただき、いろいろなご指摘

をちょうだいしております。先ほど、議長もおっしゃいましたけれども、ご指摘いただきました

事業につきましては、真摯に受けとめさせていただき、今後の行政運営に生かしていきたいとい

うふうに思っております。

いずれにいたしましても、町財政健全化に向けて、より一層、その推進に努めてまいりたいと

いうふうに存じますので、議員の皆様のご理解とご協力をお願い申し上げまして、本定例会の開

会に当たりましてのごあいさつとさせていただきます。

議 長（井田義之） 本日の会議はお手元に配付しております議事日程に従い、進めたいと思います。

ご報告いたします。お手元に配付しております本定例会に提出されております議案は、議案第

８１号 与謝野町消防団員等公務災害補償条例の一部改正についてほか２０件であります。以上、
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２１件を上程いたします。

次に、日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。

会議規則第１１６条の規定より４番杉上忠義議員、６番宮崎有平議員、以上、２名にお願いす

ることにします。

次に、日程第２ 会期の決定についてを議題とします。

お諮りいたします。本定例会の会期は本日から１０月６日までの３６日間としたいと思います

が、ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

議 長（井田義之） ご異議なしと認めます。

よって、本定例会は、本日から１０月６日までの３６日間と決定いたしました。

次に、日程第３ 諸般の報告を行います。最初に産業建設常任委員会が視察研修されましたの

で、ご報告をお願いいたします。

小林委員長。

産業建設常任委員長（小林庸夫） おはようございます。

連日、本当に猛暑を通り過ぎた暑さが続いておりますが、きょうから９月議会という形で夏ば

てしないように努めさせていただきたいと、このように思っております。

ただいまご紹介いただきました産業建設常任委員会としまして、去る７月８日、９日と二日間

にわたりまして６名の議員と事務局から河邊さんに同行いただきまして、７名で、まず、１カ所

目に徳島県の上勝町に行ってまいりました。ここはテレビ等で、あるいはいろいろな雑誌等でも

ご紹介されておりますが、葉っぱビジネスという形で最近、にわかに脚光を、何年か前から脚光

を浴びておるところでございまして、昨年も、この葉っぱビジネスを立ち上げられました横谷さ

んという方が京丹後市に講演にお越しいただいたようでございますが、現地に行って、やはりお

話を聞かせていただくのが一番勉強にならへんかということから、ここの上勝町に行ってまいり

ました。その目的としましては、高齢者が非常に活躍されていると、そういった形の葉っぱビジ

ネスの現状につきまして、どういう形で取り組んでおられるのかということと、それから１Ｑ運

動会と申しまして、非常に地域おこしのことに頑張っておられる、その取り組みについての研修、

それから、その町に月ケ谷温泉という温泉があるのですが、ここで木質チップボイラーを活用さ

れての温泉の、１４度だったんですが、入浴施設に合うような温度まで高めておられるというこ

とで、当町にもリフレの再開ということもございまして、何とか、そういった形の参考になれば

と思って、その三つの目的で上勝町に行ってまいりました。

それから、二つ目に、明くる日に高松市の全天候型の植物工場の、いわゆるつくっておられる

会社ですね、そこを見学させていただきました。これにつきましては、こういった炎天下、ある

いは、また、長期の雨というような形で自然環境が、非常に振幅が大きい環境下の中で農産物の

生産の何かの参考になりはしないということでお伺いいたしてきました。

それから、三つ目に鳴門市でウチノ海総合公園といいまして、ちょうど岩滝のシーサイド公園

に匹敵するどころではない大きな公園がありまして、そこの管理運営につきまして、阿蘇シーサ

イドパークの管理運営について幾ばくかの参考になることが、勉強できればという形で、この

３カ所を視察してまいりました。
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まず、最初に、その３カ所のうちから一つずつ、レジュメを見ながらかいつまんでお話をさせ

ていただきたいと思います。報告させていただきたいと思います。

この上勝町は高齢化率が４９％という形で、人口が１，９９３人の中で半分近い方が高齢の方

で占めてられるというところでございます。総面積は１０９平方キロメールという形で、与謝野

町とひどくかわらないような地域でございますが、８５．６％が山林であるという、そういう環

境下でございます。そういった中でございますが、海外からも含めまして年間、約４００団体、

４，６００人からの視察を受けておられます。そういった形で受け入れシステムもパターン化さ

れておりまして、ＤＶＤによるご案内と、説明ということでございました。これによりますと、

それからもう一つ、町産業課の職員の説明で３時間ほど、いろいろと視察を行ったわけでござい

ます。この上勝町は昭和５６年２月にマイナス１３度という異常寒波に見舞われまして、ほとん

どのミカンが枯れ死した。ほかのかんきつ類も枯れ死寸前となり、農業は大打撃を受けたという

ことでございます。これを契機に町でありますとか、ＪＡ、住民の方々が一生懸命取り組んだ結

果、いろどり事業というような第三セクターによる新しい産業が生まれております。いろどり事

業といいますのは、今の葉っぱビジネスを主体とした事業でございます。おばあさん、おじいさ

んなど、一人一人でがきることは何かということから葉っぱビジネスが軌道に乗ったわけでござ

いますが、今日では老人医療費は県下で最下位、全国平均より２０万円の差があるという形で、

非常に高齢者の方が元気な町になっておられます。また、特養施設もあったようでございますが、

利用者が少ないという形で閉鎖という、非常に考えられないような元気な町に変身しておられま

す。

売り上げも、この葉っぱビジネスに携わっておられる方が１９４件で、年間２億６，０００万

円に達し、個人的にも１，０００万円を出ておられる方もおられるようでございますし、自分の

働きが即、パソコンで確認できるということから、高齢者の、いわゆる７０歳代、８０歳代の方

も自分でパソコンをやって注文を受けておるというような形で、仕事の生きがいなりのほうから

自立への道という、本当に好ましい流れになっておるようでございます。

それから、１Ｑ運動会という仕組みにつきまして、お話をお伺いしたのですが、この１Ｑ運動

会の仕組みは、地区の活性化をどのようにするのかの課題から、平成６年からスタートし、疑問

であるとか、問題意識をどのように解決していくのかから、一休和尚さんにちなんで５地区の競

合を図る意味から１Ｑ運動会と名づけられて、今日に来ておるようでございます。一地区に年間

８万円の活動推進費を出して、材料費として必要があれば六、七十万円も出すこともあるという

ことでお話をされておられました。その結果は２年ごとに、そういった活動成果を発表し、審査

評価を県の職員に依頼しておるというようなことでございます。結論として、それぞれの方々の

出番をつくる、これが地域活性化につながるものといえるというようなお話でございました。

次に、温泉施設の加温対策としまして、こういった山ばかりの中でスギ、ヒノキなどの間伐材

を第三セクターの会社でチップ化し、オーストリアのバイオマスボイラーで２４時間稼働されて

おられます。故障時に備えまして２基設置されており、その他に重油ボイラーもバックアップと

して備えておられました。ボイラー室チップ製造ライン、一切合切で１億３，５００万円の投資

だったようでございます。チップの使用料は１日に約１．３トン、チップ代金は１キログラム

１６円で第三セクターから仕入れ、そして、Ａ重油から木質バイオマスチップ燃料への切りかえ
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によりＣの削減はもとより、年間１，２００万円の重油代金が浮くというようなことで、新た

な森林整備などの面での雇用も生み出しているということでございます。そういったことでござ

いまして、上勝町は、そのほかにもごみの問題でも、非常に先進的な取り組みをなさっておられ

るところと聞いておりますが、ここまで３カ所について見学させていただいてきたわけですが、

現在、そのＩターン、またＵターンの方々が６５名、東京のほうからでも来ておられるという形

で、住宅補助などでの若者の定住を図っているということでございました。

第三セクターの会社が５社ございまして、４社の社長を町長が担っておられます。第三セクタ

ーは累積利益が、３社は黒字だったようですが、２社が赤字残高の状況で推移しておられます。

ここまでの成長の起因として、どなたかの指導を受けられたのですかと質問をいたしましたとこ

ろ、企業の人材育成に携われた方の指導を年、１０回以上、二、三年継続して受けた旨、申され

まして、まず、電話の受け答えから民間講師のもと、職員研修を繰り返し行ったというお言葉が、

私は非常に強く印象に残っております。帰宅後に資料としていただきました小冊子を読みますと、

平成３年に町の基本構想及び振興計画を策定後、職員の勉強会から始め、議論の末、町の活性化

とは次代を担う若者定住と位置づけ、重点施策として一つ目に人づくり、二つ目に若者定住策、

三つ目に住環境の整備、四つ目に高齢者対策を掲げたとありまして、人づくりにつきましては、

その目標は強靱な問題解決能力を中心とした人間形成として１Ｑ塾や１Ｑ運動会を開催し、研修

と実践活動を行っているとあり、当町でも本当に大いに参考になることであろうと思っておりま

す。

二つ目に、高松市の徳寿工業の全天候型の植物工場を見学させていただいた次第でございます。

本当に世界的に地球環境と申しますか、自然環境の変化の大きい今日、注目される業種となっ

てきておりますが、２４時間電気照明による育成のために電気代が高く、採算ベースに乗りがた

いのが実情であるということでございます。今、話題になっていますＬＥＤ照明であれば、約

３割のコストダウンが可能なようでございますが、まだ、研究が始まったばかりでございますの

で、まだ、これからの課題だということでございました。反面、無農薬で安定した計画生産がで

きるという形で、レタスは、そこの会社では、一般には９８円ぐらいですけれども、１９８円ぐ

らいで販売しておるというようなことでございました。この設備投資が約１億円の投資資金で、

年間３６トンの野菜がとれるということでございますが、まず、販売先の確保が一番の課題であ

ろうということを担当者が申されておられました。これは香川大学との共同研究で、今日現在も

取組中でございまして、担当の方が申されるのには、やはり特殊な装置であり、どちらかといえ

ば、苗を育てる、育苗に使うことにはとてもいいので、育苗施設としての価値を進めたいと、こ

のようなことでございました。

今日のように、これだけ天候が続きますと野菜づくりが非常に難しい環境で、野菜も高騰して

おるようでございますが、こういう環境になってくると、採算が合うというようなことかと思っ

ております。

それから、最後に鳴門市のウチノ海総合公園というところを視察してまいりました。これは以

前は塩田であった場所に、平成６年から県が埋立工事をしまして平成１０年の第１８回豊かな海

づくり大会に向けて県が、そういった工事をされたということでございます。そして、平成

１１年から１７年にかけて公園整備をされ、２２．５ヘクタールという広大な公園が完成してお



－9－

ります。平成１８年度から県から指定管理を受けて、今日に至っておるということでございまし

て、県の総事業費は１３２億３，０００万円ということでございます。それから、県からの指定

管理料として最大１億２，０００万円、年間です。それから、実際には１億５００万円の管理料

をいただいて管理されておると、これは、ウチノ海総合公園ばかりじゃなしに、また、別の場所

にある、鳴門運動公園というのがあるようでございますが、そこの植木管理もあわせて受け持っ

ておられます。管理人として、正職員７名、臨時職員２名の体制で、そういった桜、オリーブ、

クスノキ、黒松、つつじ類、ハマナスなど約３万本、芝生で７万２，０００平方メートルですが、

グランドゴルフ場でありますとか、多目的広場でありますとか、駐車場４３０台、トイレ３カ所、

スポーツ施設など、イベント企画も年間、昨年も６１回催され、昨年の過去７年の来園者数は平

均しまして２０万９，０００人ほど来ておられます。入園料でありますとか、使用料などは一切

徴収せずということで、公園の芝草、あるいは樹木の剪定された枝の処理として公園内にチップ

化する設備を設けて堆肥にして、再利用されていることは、当町にも本当に参考になることであ

ります。

あまりにも広いので犬のふんでありますとか、いろいろと管理上の課題もございますが、本当

にシーサイドパークの自主管理の運営につきましても、本当にこれから完成するわけでございま

すが、いろいろとグランドゴルフであるとか、いろいろな議員からも提案もなされておられます

が、維持管理という形につきまして、町で維持管理をすると上においての、非常に今後、大変な

ことが町としてもあるというようなことを思わせていただいております。

以上で、非常にはしおったご報告でございますけれども、報告をさせていただきます。終わり

ます。

議 長（井田義之） 次に、文教厚生常任委員会が研修視察されましたので、報告をお願いいたします。

赤松委員長。

文教厚生常任委員長（赤松孝一） それでは、貴重なお時間をちょうだいいたしまして文教厚生常任委員

会の視察の報告をさせていただきます。

まず、基本的に、この今回の研修目的でありますが、皆さんもご存じのように丹後２市２町に

よりますごみ処理施設の広域化協議が正念場を迎えています。そこで当委員会では、この視察に

行くまでに７月７日に京丹後市、並びに宮津市、そして、町内の３カ所の最終処分場を視察いた

しました。そして、この丹後地区ごみ広域処理研究会の議論の推進は当然、求めるわけでござい

ますが、やはり議会としても、この問題解決に向けて積極的に参加する必要があると判断いたし

まして、今回、このような施設を研修したわけでございます。

７月１５日に三重県の三重中央開発株式会社、それから７月１６日には伊賀南部環境衛生組合、

この二つの施設を視察いたしました。今回は、そういった２市２町の件もございまして、また、

ごみという大きな問題でございますので、町当局のほうに住民環境課長の随行を求めましたとこ

ろ、快く快諾していただきまして、今回は住民環境課の永島課長も随行していただきました。

そういった中で三重中央開発株式会社でありますが、ここは敷地面積が約１３万坪という大変

広大な施設でございました。これは大栄環境グループという法人が運営をしていまして、大栄環

境グループだけでも１３法人、関連会社、合弁会社９法人というふうな、また、地域連携事業の

農事組合法人は３社持つという、大変、日本でも大きな、こういった環境開発の会社でございま
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す。グループの売上高は３００億円以上というふうな、２００６年、２００７年、２００８年、

いずれも３００億円以上の売り上げをされ、グループの経常利益も４０億円、４２億円、２４億

円というふうな莫大な利益を出されていまして、従業員数も２００８年には８５７人というよう

な会社でございます。そういった民間企業の会社でございますので、いろいろな意味で勉強にな

る部分と、実際、我々初めて見る施設でございました。また、もう１カ所の、翌日に行きました

伊賀南部環境衛生組合、これはいわゆる行政によります環境衛生組合でございまして、名張市と

伊賀市の、伊賀市と申しましても伊賀市の旧青山町区域に限るということでございまして、一部

でございますが、名張市と伊賀市の環境衛生組合でございます。対象人口は９万３，８６７人と

いうような町でございます。ここもまだ、平成２１年２月に完成をしたといいます全く新しい工

場でございます。平成１８年から平成２１年まで３年間の工事期間がございまして建設費が約

４５億円という建設費でございます。事業の経費に対しましては交付金が約１５億円入っていま

す。こういった立派な４階建ての建物でございます。これは一部事務組合で運営といいますか、

経営をしているのですが、実際の運転業務は、この建物を設計し施工した業者である三機工業株

式会社というところに運転業務を委託されていまして、現実の運転は、この民間会社が運転して

いるというのが現状でございました。あといろいろと細かいことはございますが、これは事務局

のほうに施設の概要なり書類等、参考資料がございますので、それは個人的に見ていただければ

結構かと思いますし、また、参加しました議員、個人個人のレポートも出ていますので見ていた

だければというふうに思っています。

私、個人的に感じたわけでございますが、こういった民営、いわゆる公営という対照的な施設

を見学いたしまして、それぞれいずれの施設にも利があり、非常にすばらしいわけでございます

が、私、痛切に感じたのは、きょうまでごみ処理といえば非常に、３Ｋといいますか、いわゆる

あまりいいイメージではなかったのでございますが、この三重開発環境に行きまして、若手の社

員が伸び伸びと仕事をしている姿勢、また、若い女性が働いている姿勢、そんなものを見まして、

このごみ廃棄物処理という業界という、産業は、これ環境産業として、やはり生活、産業、自然

との共生を目指しながら現代社会に非常に貢献するものであり、その分野のすそ野は大変広いも

のであるなと痛切に感じて、改めて、この業界の、いわゆる社会貢献、市貢献というものを認識

させられました。そういった意味で、きょうまで、ややもすると産廃は別ですが、一般の家庭ご

み処理なんかは、行政のなすべき業務として、きょうまで取り組まれてきていますが、私はやは

り民間の英知と、そういった事業ノウハウを大いに活用することも今後、必要であるなというこ

とを考えさせられた次第であります。

いずれにしましても、それぞれ一長一短はありますが、ここで皆さんの前で報告するのは、あ

まりのも膨大な資料でありますので、そういった感想のみにとどめさせていただきますが、いわ

ゆる今回の、去年の秋に設立されました丹後地区のごみ広域処理の研究会が１日も早く枠組みが

決定し、方向性が見出されることを心からこいねがいまして、報告といたします。以上です。

議 長（井田義之） 次に、議会運営委員会が視察研修をされましたので、報告をお願いいたします。

伊藤委員長。

議会運営委員長（伊藤幸男） それでは、議会運営員会の、この間の活動といいますか、特に議会改革、

議会基本法の条例化問題を巡って論議をされてましたので、この点に関して報告をしておきたい
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と思っています。

まず、初めに議会運営員会での議会改革というのを、どう考え、どう進めるかという問題につ

いて、この間、委員会協議が行われてまいりました。今期の議会運営員会は４月に役員を選出を

されて、そのときに構成が決まったわけですが、冒頭といいますか、新議長の井田議長から議会

改革の課題について幾つかの項目にわたって諮問を受けました。何回か協議をしてきたわけです

が、特に議会改革や基本条例についての委員会協議を本格的にやったのは、私の記憶では７月

２１日、８月１０日だと思っています。これを受けて隣の京丹後市の議会基本条例ですね、これ

が早くも世論といいますか、マスメディアにも載るほど注目を浴びているということもあって、

そこに研修に行こうということになりまして、８月１２日、盆前でしたが、行ってまいりました。

その後、２４日の議会運営員会の後、意見交流を行いました。かいつまんだ言い方で、かなりま

だ、まとめるというか、委員会協議をまとめるということはしておりませんけれども、議会改革

についての主要な協議内容というのは、議会改革を一層実施する方向での協議の流れであったの

だと考えています。ただ、議会改革は必要だが、そのことが即、基本条例の制定ということにな

るのかどうか、議会運営委員会の中で分かれており、現時点、合意に至っておりません。この主

な理由といいますか、意見の点をちょっとかいつまんで述べておきますと、議会改革が全国的な

動きになっていることはご承知のとおりです。こういう中で、議会の条例化がおくれてはならな

い。最後のべったになってはいけない。こういう意見がかなりあります。反面、議会改革や条例

の具体的な目標は何なのかということが、鮮明にすべきではないかという意見も出ています。

確かに議会改革を行うべき課題は、この与謝野町議会でも、かなりいろいろあると思っていま

す。特にほかの近隣等の議会の様子を見ていますとご存じのように議会の公開、いわゆるこうい

う場の情報ですね、住民への発信は、それなりにＫＹＴもあり、インターネットも含めて開示さ

れているわけで、ここはそんなおくれたという感じではなくて、むしろ進んでいる点だというふ

うに思っていますが、まだまだ、しかし、十分な改善点、課題があると、住民からの請願、意見

書の扱いの問題や一般質問の締め切り期限の早い問題、冒頭、たくさんあるわけですが、よって、

この点については今後の全員協議会を議員さん全員で開いて、大いにこの点での改革論議を進め

ていってはなというふうに思っておりますので、よろしくお願いしたいと思っています。

それから、もう１点は、先ほど言いました８月１２日の京丹後市議会の基本条例制定について

の概要の報告です。先ほど言いましたように隣の京丹後市というのは、テレビや新聞等々でも出

まして、その研修の概要報告を行いたいと思っているのですが、当日、説明を受けまして、かい

つまんだ報告にしたいと思いますが、まとめることが委員会としてできておりませんけれども、

こういうことだったというふうに思っています。

冒頭から議長、現在の議長が説明をされました。たくさんあるんですけれども、要旨だけかい

つまんで述べます。基本条例ができて、かなり前大同議長が非常に議会改革条例化で大変意欲的

であって、強引に条例化が進められたのではないかというふうに、私自身は個人的には思ってい

ます。ほかの現地の議員さんに聞きますと、そのことはあるということを認めておられたので、

その点は、そうだと思います。一つは理事者からの、私が気づいた点ですから、理事者からの反

問権を設けたことです。反問権ですね。これはなかなか私たちの個々の議員にとっても非常に大

きな課題だというふうに思っています。
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二つ目の問題は、行政当局が、あちらの京丹後市ではやっていないのですが、住民懇談会、こ

れを議会主催で行っているという点です。

三つ目は、議員間の論議ですね、議員同士の討論の場を設けたという点であります。こういっ

た、たくさんいろいろなことがあるわけですが、私は非常に特徴だって言えば、そういうところ

かなというふうに思っておりまして、議会事務局長のお話では、議会議員の質的向上が図られた

という発言がありました。私は、これについて、まだ、論議は、さほど長くにわたって委員会論

議はしていない、交流していないわけですが、私は議会改革について、この間、旧議会というか、

前期、改選前の前期から含めて井田議運の委員長のもとで、幾つかの本の提供を受けまして、全

部は精読することに至っておりませんけれども、感じることが非常にありました。一つは議会の

機能、任務を果たすということが非常に大事だということが１点だと思います。議会機能とは何

かというと、俗に言われているのにチェック・アンド・バランスとか、いろいろ言われているよ

うに、議会のそういう機能をですね、理事者に対してどう果たしていくのかと、これが第一の問

題だろうというふうに思っております。

もう一つは住民への公開の徹底ですね。議会活動が住民の中にどれほど徹底しておるかと、私

は、この角度から京丹後市の視察の際に幾つか質問をさせてもらいました。私の質問だけに報告

するのはいかがかと思いますが、これは冒頭、お断りしたように私感になりますけれども、それ

は今、言った観点から、１点目は基本条例制定に向けて二元制の原則など、議会制度そのものに

ついての認識の共有が議員の中で、どう諮られたのかという点です。この論議はしていないとい

うお話でした。残念なことです。

２点目の質問は、議会改革というけれども、京丹後市は合併して京都府下でも屈指の、エリア

の広い市になりました。府下でも非常にトップクラスです。そういう中で大胆な定数削減が２期

目にすぐにされたわけですね。これは非常に初めの３０も非常に厳しいものだと思いましたが、

一層大胆に、またカットされたという点です。この核心、これについてもどうなんだろうという

話を聞いたのですが、この核心部分については答えてもらえませんでした。簡単にいうと財政が

厳しい、議会も定数削減をせざるを得ないというのが、まとめて言うと、そういう話です。

３点目の問題は、理事者側の予算決算ですね、これの関連資料が非常に充実した点はあると思

います。これは議会の改革とは関係ない理事者の世界ですから、行政側の世界ですから、これは

いいわけですが、前進面は理解できるわけですが、議会改革で最も、先ほど述べましたように大

事な、住民への公開、情報開示、この面で、どれだけ進んでいるのかという点を尋ねました。そ

れは一つはインターネットの点は、もとよりですね、ＣＡＴＶがあるわけですが、これの世帯の

加入状況、接続状況とか利用状況はどうなのだろうという趣旨でお尋ねしました。これについて

も頑張っているみたいなお話がありましたけれども、その感想でいえば、与謝野町が今、ＣＡＴ

Ｖの活用とかインターネットでは進んでいるのではないかと、今、ＫＹＴの普及状況から見ると、

明らかにそこは客観的に違うのではないかというふうに思っています。

大変まとまりのない報告で申し上げたわけですが、先ほど、前段で言いましたように全員協議

会で一層改善していくという努力は、議員みずからやらなきゃいけない課題でもありますので、

住民のサイドからすると、大変いろいろなね、暮らしが厳しい中で議会の議員の役割、議会の役

割というのは非常に注目をされているわけで、この点でも大いにこたえていくという意味からも
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ですね、意味からも、ぜひ議会改革に本格的に取り組んでいきたいなというふうに思っています

ので、ご協力をよろしくお願いしたいと思います。終わります。

議 長（井田義之） 続きまして、一部事務組合の報告をお願いします。

まず、与謝野町宮津市中学校組合議会臨時会の報告をお願いいたします。

谷口副議長。

副 議 長（谷口忠弘） それでは、与謝野町宮津市中学校組合の第３回の臨時議会につきまして、ご報告

を申し上げたいと思います。

去る８月２０日の日に岩滝の本町会議室で第３回の臨時議会が行われました。この議会はです

ね、宮津市の議員の改選がございましたので、空席になっておりました議長の選出ということが

主な議題でございました。これにつきましては、事前に宮津市の議長、副議長と与謝野町の私ど

も議長、副議長と事前に少し話し合いの場を持ちまして、管理者が与謝野町でございますので、

今回から議長は与謝野町のほうでお願いしたいということで話し合いがまとまりましたので、与

謝野町のほうで議長をさせていただくということになりました。それにつきまして、議長の選任

を行いましたところ、当議会議員の糸井議員が議長に選任をされました。したがいまして、副議

長につきましては宮津市のほうから松本議員が選任をされました。

続きまして、議案に入りまして、第８号、第９号議案では監査委員の選任につきまして審議が

ございました。監査委員につきましては、引き続きではございますけれども、当議会の代表監査

をされておられます足立氏が監査委員、また、議会のほうからは宮津市の長林議員が選任をされ

ました。

続きまして、第１０号議案につきましては、通学対策の基本条例の一部改正がございまして、

これにつきましては全員一致で可決をされました。

以上、中学校組合の臨時会の報告をさせていただきます。

議 長（井田義之） 次に、宮津与謝消防組合議会臨時会の報告をお願いいたします。

勢旗議員。

１ ５ 番（勢旗 毅） それでは、平成２２年度第２回、宮津与謝消防組合議会臨時会に出席をしました

ので、その報告をいたします。

日時は８月１０日、宮津市の議場で行われました。本臨時会では与謝野町、宮津市の町長、市

長、また、議員の改選に伴いまして議長、副議長、監査委員の選任があり、議長に德本良孝氏、

副議長に井田義之氏、議会選出監査委員に谷口忠弘氏が選任をされました。

議案は専決処分をされました消防職員の給与に関する条例等の一部改正、消防組合職員の育児

休業等に関する条例及び勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例、この２件につい

て報告がされまして、承認がされました。この専決処分は宮津市本町、また、伊根町でも、既に

議会で承認をされておりものでございます。また、ＣＤ１型消防ポンプ自動車の取得について、

これは、ＣＤ１というのは、ホイルスペースが２メートル以下という消防ポンプでございますが、

この取得について今回、現車両が更新期を迎えたことから宮津与謝消防署に配置をされる消防車

について議会の議決を求める議案が上程をされました。質疑を終えて全員賛成で議決をされまし

た。この消防車は６００リットルのタンクを装備し、圧縮空気泡消火装置を備えたもので、コン

プレッサーにより水と消火薬剤の混合液に空気を圧入することで精製された泡を放射する機能が



－14－

あり、水送車、約７台と同等の消火能力がある。このように言われております。特に高速道路等

での自動車火災や水の確保が困難な状況の場所での高い消火が確保できる新装備を備えています。

契約金額は３，１９２万円、契約先は株式会社モリタ大阪支店でございます。また、補正予算第

１号が上程をされまして、救急訓練用資材の装備ということで、心肺蘇生訓練人形、６０万円を

購入するというもので、歳入は財団法人日本消防協会からの収入を充てると、こういった補正が

可決をされました。以上のとおりでございます。

議 長（井田義之） 次に、丹後地区広域市町村圏事務組合議会臨時会の報告を、続いて勢旗議員から

お願いいたします。

勢旗議員。

１ ５ 番（勢旗 毅） それでは、引き続きまして平成２２年度第２回丹後地区広域市町村圏事務組合議

会臨時会に出席をしましたので、報告をいたします。日時は平成２２年８月６日、京丹後市の議

場でございます。本臨時会では、それぞれ与謝野町、宮津市の議会議員の改選に伴いまして、議

長、副議長、議会選出監査委員の選任が行われ、議長には京丹後市の池田惠一氏、副議長に宮津

市の木内利明氏、監査委員に井田義之氏が選任をされました。議案は報告２件、専決処分された

平成２１年度一般会計補正予算、ふるさと市町村圏特別事業、特別会計の承認が求められ、いず

れも全員賛成で承認をされました。

内容的には一般会計補正では特別会計より３２０万９，０００円を繰り入れ、予備費に全額を

補正するもの、ふるさと市町村圏事業特別会計では京都府未来づくり交付金を受けての補正で、

各款の補正がされ３２０万９，０００円を繰り出すものでございます。

議案審議としては、平成６年度に京都府の補助事業で製作した能舞台について、京都府文化事

業団に無償譲渡をしようとするもので、原案どおり可決いたしました。この事務組合自体が、そ

の役割を終えているのではと、そういった意見もございます。今年度中には一定の結論になるの

ではないかと、このように考えております。以上でございます。

議 長（井田義之） 次に、京都府後期高齢者医療広域連合議会定例会の報告をお願いいたします。

谷口副議長。

副 議 長（谷口忠弘） それでは、後期高齢者の議会の報告をさせていただきます。

去る８月２７日、京都の四条河原町の烏丸の会議室におきまして、第２回の定例会が行われま

した。当日は、事前通告に従いまして、３名の方が一般質問をされました。７月に発表されまし

た政府の高齢者医療改革会議の中間取りまとめ案についてや、また、短期証の発行状況と、その

実態につきましてなどの質問がございました。

あとは専決処分の承認案件が３件、決算認定が２件、補正予算が１件、公平委員会委員の選任

についての同意案件が１件ということで、合計７件の上程がございました。２件の決算認定につ

きましては、賛成２４、反対３ということで、賛成多数で可決をされました。あとの案件につき

ましては、全員賛成で可決をされました。当議会につきましては、たくさんの資料をいただいて

おりまして、主に、先ほど言いました決算認定にかかわりまして、平成２２年の議案であります

決算の書類、また、主要施策の成果説明書、また、広域連合一般会計の歳入歳出の決算審査意見

書、また、それにかかわります参考資料などなど、たくさんの資料をいただいておりますので、

詳しくはご説明しませんけれども、私の手元、もしくは今後、事務局のほうに資料を置いておき
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たいと、このように思っておりますので、どうぞお目通しをお願いしたいなということでござい

ます。

特に一般質問の中で出ておりました新聞等々で皆さんもご存じだと思うんですけれども、中間

の報告案でございますけれども、この制度につきましては、いろいろな角度からご質問がござい

ました。しかしながら、行政側としましては、まだ、中間取りまとめ案の最中でございますので、

年内に最終報告が得られるということでございますので、まだ、非常に未確定な要素がたくさん

ございます。そういうことで政府の方針も含めて今後、後期高齢者医療につきましては見守って

いきたいと、こういうふうなご説明でございました。以上でございます。

先ほど申しましたように、たくさんの資料が手元にございますので、また、どうぞ事務局にお

いておきますのでお目通しをお願いしたいと思います。以上です。

議 長（井田義之） 次に、京都地方税機構議会定例会の報告と、議長会の報告を、私のほうからあわ

せて行います。

皆さんのお手元に地方税機構の定例会の日程表のコピーを配っております。一般質問も３名の

方がありましたし、それから第１号議案というのが決算の認定ですが、予算的には６億

４，０００万円ほどの予算の中で執行率は５０％ほどです。一つは、何でかといいますと、法人

税システムの開発費が、まだ、未払いで、できていないということで、執行率５０％ほどでした。

反対討論もありましたし、反対者もありましたけれども、賛成多数で通っております。それから、

あと同じように資料の中で、これ参考までにと思ってつけさせていただきました。１月から始ま

ったわけですけれども、実質的には４月からだろうというふうに思いますが、１月から６月まで

の実績として２枚目の一番下のほうに与謝野町の実績があります。移管金額が３億９，６００万

円、そして、１月から６月までの収入が２，９００万円ということです。それで現在の残りが

３億６，７００万円ということで残っております。それで一番最後のページに、参考に見ていた

だいたらいいと思うんですけれども、こういう動産なり不動産を抑えながら競売もしておるとい

うことでございます。

それから、あと一つ当初、１月に京都府税機構のほうにお願いしたときに５００万円以上の大

口は本部のほうでやり、ほかの小さい金額は丹後、大宮町で処理しとるわけですけれども、

５００万円以上が１件だったのが、過日、２件になったということで、与謝野町の中で５００万

円以上の滞納者が２件になったということも聞きましたので、報告をしておきます。

あと細かいことにつきましては、私のほうではわかりませんので、また、税務課長のほうに聞

いていただけたらありがたなというふうに思っております。

それから、議長会の報告ですが、８月１７日に京都府の議長会が開催され、その中で決算が認

定されましたが、私は、その席にはちょっと所用のために欠席をさせていただきました。この後、

そのときに決まりましたのが、ちょうど一般質問の日にちを予定しており、また、日で、一般質

問を延ばしていただいたのですが、９月８日に知事との懇談会があって、その中で与謝野町の意

見もちょっと二、三分の中で言うてほしいということでしたので、それに行かせていただき、ま

た、結果については、また、後日、報告するときがあればしたいなというふうに思っております。

それから後、谷口議員のほうから橋立中学校組合の議長の件がありました。これにつきまして

は、先ほど谷口議員からあったとおりであります。あと、私のほうから宮津市の議長に申し入れ
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ておりますのは定数の問題も再度、協議がしたいということを申し入れしております。

それから、宮津与謝消防組合につきましても、一応、うちも６人の定数を、もう既に選出をし

ており、宮津市も８人の議員を宮津与謝消防組合の議員として選出をしてきていただいておりま

すので、この任期の終わる２年間については、このままいってほしいというのが宮津市の強い要

望でありましたので、この２年間については、そういう方向でいくことは、私としては諾としま

した、オーケーをしました。ただ、その２年の間に真摯に話し合いをしながら、議員定数の削減

の方向をしっかりと確定しておきたいなと、それで宮津市の議長さんにお話、お願いしておりま

すのは、規約、消防組合、規約になっておりまして、それぞれの、後は地方自治体で決めないか

んわけですけれども、我々で決めないかんわけですけれども、とりあえず規約を早く決めて、施

行日を２年後にするという格好で、今、お願いをしております。今後、話し合いがどういうよう

にいくかわかりませんけれども、今後については、正副議長が宮津市も伊根町も、それから、私

とこも出るということと。それから、要点筆記の議事録を残して、議事録には副議長の署名をい

ただくということで要点筆記の議事録ですけれども、署名をいただくということで、橋立中学校

組合の議事録は、もう既に完成をして、一応、事務局のほうには置いております、コピーを。見

ていただけたらありがたいというふうに思いますし。

それから、宮津与謝消防組合につきましても、今、もう間もなくできてくるだろうというふう

に思います。できてきましたら、また、控えを事務局のほうに置いておきますので、見ていただ

けたらありがたいというふうに思います。

以上で、私のほうからの報告を終わります。

次に、議員派遣の報告を行います。平成２２年８月２５日、京都市ルビノ京都堀川で開催され

ました市町村議会議員臨時セミナーの議員派遣について、緊急を要したため、議長において派遣

を決定しましたので報告をしておきます。

以上で、諸般の報告を終わります。

ここで１０時５５分まで休憩をいたします。

（休憩 午前１０時３７分）

（再開 午前１０時５５分）

議 長（井田義之） 休憩を閉じ、会議を続行いたします。

次に、日程第４ 議案第８１号 与謝野町消防団員等公務災害補償条例の一部改正についてを

議題とします。

提案理由の説明を求めます。

太田町長。

町 長（太田貴美） 議案第８１号 与謝野町消防団員等公務災害補償条例の一部改正について、提案

理由のご説明を申し上げます。

この条例改正は平成２２年６月２日に児童扶養手当法の一部改正する法律が交付されまして、

改正法の公布に伴う関係政令の改正を行うため、児童扶養手当法施行令、及び非常勤消防団員等

にかかる損害補償の基準を定める政令の一部を改正する政令が公布されたことから、所要の改正

を行うものでございます。改正の内容につきましては、児童扶養手当法の改正により新たに父子

家庭にも児童扶養手当が支給されることとなったことに伴い、父子家庭における受給調整を規定
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することが必要となったため改正をお願いしようとするものでございます。

なお、改正条例は関係の政令が本年８月１日から施行されておりますので、これにあわせ公布

の日から施行の上、同日から適用することとしております。よろしくご審議いただき、ご承認い

ただきますようお願い申し上げます。

議 長（井田義之） 本案については、本日は提案理由の説明のみにとどめます。

次に、日程第５ 議案第８２号 町道路線の認定についてを議題とします。

提案理由の説明を求めます。

太田町長。

町 長（太田貴美） 議案第８２号 町道路線の認定について、提案理由のご説明を申し上げます。

当該路線につきましては、与謝野町町道認定基準に基づき、民間業者が施工した路線であり、

今回、道路法第８条第１項の規定に基づき路線認定するものでございます。詳細につきましては

担当課長から説明させますので、よろしくご審議いただき、ご承認いただきますようお願い申し

上げます。

議 長（井田義之） 西原建設課長。

建設課長（西原正樹） それでは、町道路線の認定につきまして、説明をさせていただきたいというふう

に思います。

議案資料の２ページをお開きください。今回、町道認定として上程させていただきましたのは、

この矢印の路線でございます。町道の中口線を通りまして、町道穴田線のほうに接続をする路線

でございます。先ほどの町長の説明でもございましたように、民間業者のほうが分譲宅地をつく

るというふうなことから７戸の造成地ができておりまして、それを結ぶ道路線として今回、路線

の認定をお願いするものでございます。

６月の終わりだったというふうに記憶をしておりますけれども、この道路の部分につきまして

検査をさせていただいております。延長につきましては５３．３メートル、幅員につきましては

５．０から１０．８メートルというふうな幅員構成となっております。この幅が広いという部分

につきましては、すみ切りの関係で幅員を広げているというふうなものでございます。何とぞご

審議の上、ご承認をいただきますよう、よろしくお願いをいたします。

議 長（井田義之） 本案についても、本日は提案理由の説明のみにとどめます。

次に、日程第６ 議案第８３号 奥滝辺地に係る総合整備計画の変更についてを議題とします。

提案理由の説明を求めます。

太田町長。

町 長（太田貴美） 議案第８３号 奥滝辺地に係る総合整備計画の変更について、及び議案第８４号

香河辺地に係る総合整備計画の変更についてを一括してご説明申し上げます。

本計画は、辺地に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律第３条

第５項の規定により準用する同条第１項の定めにより、議会の議決を経て計画を策定する必要が

あるものでございます。

この法律に定める計画は当該辺地に係る公共的施設の総合的、かつ計画的な整備を促進するた

めに必要な財政上の特別措置等を定め、辺地と、その他の地域との間における住民の生活文化水

準の著しい格差の是正を図ることを目的としております。
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この計画に基づいて、事業を実施するものについては、財政上の優遇措置である辺地対策事業

債の対象事業として認められるものでございます。

それでは、各辺地地域につきまして、ご説明申し上げます。まず、議案第８３号の奥滝辺地で

ございますが、当該地域につきましては、昨年度、平成２１年度から２５年度までの５カ年の計

画を策定しており、平成２２年度生産物加工販売施設整備事業を追加するものでございます。

生産物加工販売施設は地元の有限会社を指定管理者として、町の観光名所である滝の千年ツバ

キの玄関口にあり、地元ならではの特産品の提供は観光客から好評を得ているところでございま

すが、作業量、生産量ともに増加する中で、資機材等の保管場所が食品加工スペースと同じであ

ることから、倉庫を新設し、資機材を倉庫に保管することで食品加工スペースを確保するもので

ございます。加えて、同施設の駐車場は十分な舗装がなされていないため、降雨時にも快適に観

光客に訪れていただけるようアスファル舗装するものでございます。

次に、議案第８４号の香河辺地でございます。当該地域におきましては、平成１９年度から

２３年度までの５カ年計画を策定しており、平成２２年度に冷凍米飯加工施設整備事業を追加す

るものでございます。冷凍米飯加工施設におきましては、年次計画の整備を行っておりますが、

本年度は加工食品の鮮度を落とさない急速凍結機、作業効率を上げる全自動炊飯器を整備し、生

産運営の効率化を図るものでございます。

以上、簡単にご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認いただきますようお願い

申し上げます。

議 長（井田義之） ただいまの議案につきましては、連絡が、調整ミスがちょっとありまして、今、

町長のほうから既に第８４号をあわせて提案の説明をしていただきました。

議案第８３号 奥滝辺地に係る総合整備計画変更、並びに第８４号 香河辺地にかかる総合整

備計画の変更について、本日は提案理由の説明のみにとどめます。

失礼いたしました。

日程第８ 議案第８５号 平成２２年度与謝野町一般会計補正予算（第２号）を議題とします。

提案理由の説明を求めます。

太田町長。

町 長（太田貴美） 議案第８５号 平成２２年度与謝野町一般会計補正予算（第２号）について、ご

説明申し上げます。

今回の補正は３億４０５万２，０００円を追加し、総額を１１４億６，５９１万７，０００円

といたすものでございます。

まずは歳出で、加悦地域の各公共施設において、共通して地上デジタル放送対応関連工事費を

追加いたしておりますが、これはケーブルテレビの切りかえ工事等が必要となるもので、各施設

において、それぞれ計上いたしております。

それでは、歳出から主なものについて、ご説明申し上げます。２１ページ、２２ページをお開

き願います。

第２款総務費、第１項総務管理費、第６目企画費は住民自治活動支援事業で、第１９節負補交

を９０５万８，０００円追加いたしております。各地区から大変多くの自治振興補助金の申請が

ありましたので、それに伴いまして補助金を追加するものでございます。地域振興基金積立金は
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２，２５４万１，０００円を追加いたしております。これは後ほど歳入でご説明いたしますが、

財団法人コミュニティ野田川の解散に伴う出資金等の精算を行ったもので、返還金として受け入

れますので、同額を地域振興基金に積み立てるものでございます。

次に、第１３目有線テレビ整備費は、有線テレビ拡張事業を８，８８５万４，０００円追加い

たしております。現在、平成２１年度予算を事故繰越、並びに繰越明許を行い、野田川、岩滝地

域の拡張、加悦地域の更新を鋭意進めているところでございますが、今回は、全地域の府営住宅

の引き込み工事等を実施したく追加するものでございます。

次に、２５、２６ページの第３款民生費、第１項社会福祉費、第１目社会福祉総務費は、社会

福祉総務費一般経費の第２５節積立金で地域福祉振興基金積立金を３，００３万円追加いたして

おります。これは後ほど介護保険特別会計でご説明いたしますが、地域福祉振興基金から介護保

険特別会計に貸し付けを行っておりましたものを返還していただくものが３，０００万円と、

３万円は住民の方から地域福祉の振興に役立ててほしいとの申し出により寄附をいただいたもの

を合わせて積み立てるものでございます。

第２目障害福祉費は、自立支援医療給付費を５００万円追加いたしております。更正医療費を

今後の見込みにより追加いたすものでございます。障害福祉費一般経費は、平成２１年度の自立

支援給付費等の精算により返還金を１，０８７万６，０００円追加いたしております。

次に、第３目高齢者福祉費では、高齢者福祉施設整備事業で、第１９節負補交で与謝野町公的

介護施設等整備事業補助金を１，６２２万４，０００円追加いたしております。これは加悦地域

並びに岩滝地域で、民間法人が事業化されます小規模多機能型居宅介護施設の整備に対し、全額

京都府の介護基盤緊急整備等特別対策事業補助金の対象となることから、補助いたすものでござ

います。

次に、２７、２８ページの第５款労働費、第１項労働諸費、第４目経済危機対策費では、住宅

改修事業費で、住宅改修助成事業補助金を３，０００万円追加いたしております。６月補正予算

に３，０００万円を計上し、当初予算と合わせて５，０００万円で現在、申請を受け付けており

ますが、大変多くの申請がございまして、今後の見込みから追加いたすものでございます。

次に、２９、３０ページの第６款農林水産業費、第２項林業費、第２目林業振興費は、災害に

強い森づくり事業を１，３００万円追加いたしております。全額を京都府の委託金により実施し

ているもので、今回の補正では、四辻地区に治山堰堤を１カ所新設するなど堰堤の浚渫工事費も

含め追加いたしております。

次に、第７款商工費、第２目商工業振興費では、商工会助成事業の第１９節負補交で、商工会

特別事業補助金を６６万６，０００円追加いたしております。これは、商工会からちりめん街道

のさらなる活性化に向け、調査研究を進めるため、委員会を発足させるとの申し出があったもの

で、これにより観光振興ビジョンや産業振興ビジョンの具現化に向けた取り組みを模索するもの

でございます。商工業振興事業では、第１節報酬並びに第８節報酬費で、委員報酬並びに謝礼を

追加し、総額で４９万５，０００円追加いたしております。これは以前からの議会でも申し上げ

ております。産業振興会議をいよいよ立ち上げるもので、産業振興ビジョンの具現化に向け、本

当の意味で官民一体となった議論を進めてまいりたいというふうに考えております。

次に、３３、３４ページの第８款土木費、第２項道路橋梁費、第３目道路新設改良費は
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３，６４５万９，０００円追加いたしております。明石香河線、岩屋川線の道路改良事業費の精

査に伴い、追加あるいは減額するものでございますが、大きな追加といたしましては、第１９節

負補交で、二本松橋架替事業負担金を４，０００万円追加いたしておりますが、これは二級河川

岩屋川の河川改修を京都府で実施していただいており、その工事に伴い橋梁の架けかえが必要と

なったものでございます。なお、本事業費の精査に伴い歳入の道路改良事業費補助金についても

追加いたしております。

次に、３５、３６ページの第１０款教育費、第１項教育総務費、第３目教育振興費では、適応

指導教室事業を２０７万５，０００円追加いたしております。適応指導教室とは、長期欠席をし

ている不登校の小・中学生を対象に、学籍のある学校とは別に、公的な施設のどこかに部屋を用

意し、そこで学習の援助をしながら現籍校に復帰できることを目標に運営している教室でござい

ます。ここでは、通所すれば学校への出席に扱われ、指導員には退職教育を充て、定期的に臨床

心理士がカウンセリングを行い、与謝野町でも、その対象と思われる生徒が４０名程度あり、今

回、新規事業として立ち上げ、経緯も含めて追加いたすものでございます。

なお、場所につきましては、加悦地域の公民館の２階で開設する予定であります。本事業を推

進することにより、当該児童・生徒たちの一日も早い本校復帰を願っているところでございます。

次に、第２項小学校費、第１目学校管理費では、小学校施設整備事業を９７５万８，０００円

追加いたしております。三河内小学校ののり面が昨年８月の集中豪雨により崩壊しており、復旧

工法が決定いたしましたので、ようやく今回、工事費を追加するものでございます。また、各

小・中学校で教員の休憩時間の取得を保障するために、休憩室の整備工事費修繕料を追加いたす

ものでございます。

次のページの小学校費でも同様の工事費を中学校施設整備事業で追加いたしております。

次に、３９、４０ページの第５項社会教育費、第１目社会教育総務費では、芸術文化事業を

５００万円追加いたしております。京都府市町村振興協会から町を経由し、与謝野町国民文化祭

実行委員会にプレイベント補助金として交付されるものでございます。

４３、４４ページの第１４款予備費は９３万７，０００円減額し、調整いたしております。

以上が歳出でございます。

続きまして、歳入についてご説明申し上げます。

１５、１６ページをお開き願います。

第１款町税は、第１項町民税から第３項軽自動車税まで、それぞれの調定見込みにより、追加

あるいは減額いたしております。なお、中でも第１項町民税の個人所得割につきましては、総所

得の大幅な減額に伴い、４，０３０万２，０００円と大幅な減額となっております。

第８款地方特例交付金は、交付決定によりそれぞれ追加し、総額で７８７万２，０００円追加

いたしております。

第９款地方交付税は、普通交付税を３億８，２６１万３，０００円追加いたしております。

次のページの第１３款国庫支出金、第２項国庫補助金、第７目土木費国庫補助金は、道路改良

事業費補助金を事業費の精査に伴い１，６２０万円追加いたしております。

第１４款府支出金、第２項府補助金、第１目総務費府補助金では、住民自治支援事業費補助金

として、京都府未来づくり交付金を７２４万４，０００円追加いたしております。



－21－

第２目民生費府補助金で介護基盤緊急整備等特別対策事業補助金を先ほど歳出でご説明いたし

ましたとおり、民間法人への補助金に対し、全額の１，６２２万４，０００円追加いたしており

ます。第３項委託金、第４目農林水産業費委託金は災害に強い森づくり事業委託金を追加内示に

より１，３００万円追加いたしております。

次に、第１７款繰入金、第２項特別会計繰入金、第３目介護保険特別会計繰入金は

３，５６５万４，０００円追加いたしております。歳出でご説明いたしました地域福祉振興基金

からの借り入れ分の返還金３，０００万円と保健課の理学療養士が実施しております訪問リハビ

リテーションの事業精算金として５６５万４，０００円を一般会計に繰り入れるものでございま

す。

第１８款繰越金は、前年度繰越金を８，０１２万１，０００円追加いたしております。

１９、２０ページの第１９款諸収入、第４項雑入は歳出でご説明いたしましたとおり、財団法

人コミュニティ野田川出資金等返還金を２，２５４万１，０００円、国民文化祭市町村運営助成

交付金を５００万円、それぞれ追加いたしております。

次に、第２０款町債、第１目総務費はＣＡＴＶ整備事業費を２，３９０万円追加いたしており

ます。これは６月補正予算に計上いたしておりました町営住宅の引き込み工事を起債対象として、

合併特例債を充てることといたしております。

第７目土木債は、道路整備事業費、橋梁整備事業債、それぞれ事業費が増額となったことから

追加いたしております。

第９目教育債は、三河内小学校ののり面復旧工事に合併特例債を充てることとし、小学校施設

改修事業債を５２０万円追加いたしております。また、臨時財政対策債は普通交付税の算定によ

り確定いたしましたので２億９，７９６万円減額いたしております。

なお、１０ページに、第２表地方債補正を計上し、同額を変更いたしております。

以上が、平成２２年度与謝野町一般会計補正予算（第２号）の概要でございます。

よろしくご審議の上、ご承認いただきますようお願い申し上げます。

議 長（井田義之） 本案についても、本日は提案理由の説明のみにとどめます。

日程第９ 議案第８６号 平成２２年度与謝野町簡易水道特別会計補正予算（第２号）を議題

とします。

提案理由の説明を求めます。

太田町長。

町 長（太田貴美） 議案第８６号 平成２２年度与謝野町簡易水道特別会計補正予算（第２号）につ

いて、ご説明申し上げます。

今回の補正は１，２７９万８，０００円を追加し、総額を１０億７，０９１万６，０００円と

いたすものでございます。

それでは、まず歳出からご説明申し上げます。

１２、１３ページをお開き願います。

第１款総務費、第１目一般管理費、第２７節公課費を５６８万円追加いたしております。これ

は当初見込みに比べ、繰越事業費が多くなったことに伴い、消費税を追加いたすものでございま

す。
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第５款予備費は７１１万８，０００円追加し、調整いたしております。

次に、１１ページの歳入でございますが、第７款繰越金は前年度繰越金を１，２７９万

８，０００円追加いたしております。

以上が、平成２２年度与謝野町簡易水道特別会計補正予算（第２号）の概要でございます。

よろしくご審議の上、ご承認いただきますようお願い申し上げます。

議 長（井田義之） 本案についても、本日は提案理由の説明のみにとどめます。

日程第１０ 議案第８７号 平成２２年度与謝野町下水道特別会計補正予算（第２号）を議題

とします。

提案理由の説明を求めます。

太田町長。

町 長（太田貴美） 議案第８７号 平成２２年度与謝野町下水道特別会計補正予算（第２号）につい

て、ご説明申し上げます。

今回の補正は４５万円追加し、総額を１９億４，６１８万円といたすものでございます。

それでは、まず歳出からご説明申し上げます。

１２、１３ページをお開き願います。

第３款事業費、第１項下水道費、第１目公共下水道建設事業費では、特定環境保全公共下水道

事業を事業精査により委託料と工事請負費において、予算組みかえをいたしておりますが、総額

に変更はございません。

第５款予備費は４０万９，０００円追加し調整いたしております。

次に、１０、１１ページの歳入でございますが、第６款繰越金は前年度繰越金を公共、特環、

合わせて４５万円追加いたしております。

以上が、平成２２年度与謝野町下水道特別会計補正予算（第２号）の概要でございます。

よろしくご審議の上、ご承認いただきますようお願い申し上げます。

議 長（井田義之） 本案についても、本日は提案理由の説明のみにとどめます。

次に、日程第１１ 議案第８８号 平成２２年度与謝野町介護保険特別会計補正予算（第

１号）を議題とします。

提案理由の説明を求めます。

太田町長。

町 長（太田貴美） 議案第８８号 平成２２年度与謝野町介護保険特別会計補正予算（第１号）につ

いて、ご説明申し上げます。

今回の補正は事業勘定では７，２４３万９，０００円を追加し、総額を２３億２０６万

９，０００円といたすものでございます。

また、サービス事業勘定では４５８万４，０００円を追加し、総額を２，２４３万

４，０００円といたすものでございます。

それでは、まず事業勘定の歳出からご説明申し上げます。

１２、１３ページをお開き願います。

第２款保険給付費は、第１目高額医療合算介護サービス費、第１９節負補交を今年度の見込み

から４８６万円追加いたしております。
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第６款諸支出金、第１項償還金及び還付加算金は国、府、それぞれへの前年度精算分として返

還金を１，７８７万１，０００円追加いたしております。

第２項繰出金は、一般会計繰出金を２，９９９万円追加いたしております。これは過去の収支

不足のため、地域福祉振興基金から合計で４，７５６万８，０００円の借り入れを行った経過で

ございます。今回は、その一部の３，０００万円返還するものであり、今後の収支バランスを考

え、残額についても早期に返還する予定にしておりますので、ご理解いただきたいと思います。

第７款基金積立金は、介護保険事業積立金を１，９００万円追加いたしております。

第１２款予備費は７１万８，０００円追加し調整いたしております。

以上が、歳出でございます。

次に、歳入についてご説明申し上げます。

１０、１１ページをお開き願います。

第３款国庫支出金から第７款繰入金、第１項一般会計繰入金までは、介護給付費交付金の前年

度精算金を５１６万７，０００円追加するほか、歳出でご説明いたしました高額医療合算介護サ

ービス費の国、府、一般会計の各負担額相当分を追加いたすものでございます。

第７款繰入金、第２項基金繰入金は歳出でご説明いたしました地域福祉振興基金に返済する

３，０００万円を介護保険事業基金から繰り入れるもでございます。

第８款繰越金は、前年度繰越金が確定しましたので、３，３６２万３，０００円追加いたして

おります。

以上が、事業勘定でございます。

次に、サービス事業勘定について、ご説明申し上げます。

まず、歳入について、ご説明させていただきます。

２２、２３ページをお開き願います。

第２款繰越金は、前年度繰越金が確定しましたので、４５８万４，０００円追加いたしており

ます。

次に、歳出について、ご説明申し上げます。

２４、２５ページをお開き願います。

第２款事業費、第２目訪問リハビリテーション事業費では、一般会計繰出金を５６５万

４，０００円追加いたしております。これは平成２２年度から訪問リハビリテーション事業を国

民健康保険特別会計、これは直診勘定に移したことから、事業精算を行い、決算額が確定しまし

たので、その余剰金を一般会計に繰り出し、精算するものでございます。

第３款予備費は１０７万円を減額し調整いたしております。

以上が平成２２年度与謝野町介護保険特別会計補正予算（第１号）の概要でございます。よろ

しくご審議の上、ご承認いただきますようお願い申し上げます。

議 長（井田義之） 本案についても本日は提案理由の説明のみにとどめます。

次に、日程第１２ 議案第８９号 平成２２年度与謝野町国民健康保険特別会計補正予算（第

２号）を議題とします。

提案理由の説明を求めます。

太田町長。
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町 長（太田貴美） 議案第８９号の平成２２年度与謝野町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

について、ご説明申し上げます。

今回の補正は事業勘定のみの補正でございまして１，３４３万３，０００円を追加し、総額を

３０億１１６万５，０００円といたすものでございます。

それでは、まず歳出からご説明申し上げます。１２、１３ページをお開き願います。

第２款保険給付費、第１項療養諸費から第２項高額療養費まで、今後の見込みにより追加いた

すもので、療養諸費を総額３７４万７，０００円、高額療養費を２８万円、それぞれ追加いたし

ております。

第８款保険事業費、第３目短期入院総合機能検査諸費では、申込者が当初見込みより多くあり

ましたので、人間ドック検査料を１３３万７，０００円追加いたしております。

第１１款諸支出金、第３目償還金では、第２３節償利割を８３２万２，０００円追加いたして

おります。これは平成２１年度療養給付費負担金の確定に伴う精算でございます。

第１２款予備費は２５万３，０００円減額し調整いたしております。

以上が歳出でございます。

続きまして、歳入についてご説明申し上げます。１０ページ、１１ページをお開き願います。

第１款国民健康保険税は調定見込みが一般会計の町税と同様に大きく減額となり３，２２６万

３，０００円減額いたしております。

第５款療養給付費交付金から第６款前期高齢者交付金は、ともに交付決定に合わせて調整いた

しており、総額で１，８３７万４，０００円追加いたしております。

第１０款繰入金は、財源不足を調整するため、財政調整基金から２，３００万円を追加で繰り

入れるものでございます。

第１１款繰越金は、前年度繰越金が確定しましたので４３２万２，０００円追加いたしており

ます。

以上が、平成２２年度与謝野町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）の概要でございます。

よろしくご審議の上、ご承認いただきますようお願いいたします。

議 長（井田義之） 本案についても本日は提案理由の説明のみにとどめます。

次に、日程第１３ 議案第９０号 平成２１年度与謝野町一般会計歳入歳出決算認定について

から、日程第２４ 議案第１０１号 平成２１年度与謝野町水道事業会計決算認定についてまで、

以上１２件を一括議題といたしたいと思いますが、ご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

議 長（井田義之） ご異議なしと認め、日程第１３ 議案第９０号から、日程第２４ 議案第

１０１号の決算認定に係る１２議案を一括議題とします。

議提案理由の説明を求めます。

太田町長。

町 長（太田貴美） 議案第９０号 平成２１年度与謝野町一般会計決算認定についてから、議案第

１０１号平成２１年度与謝野町水道事業会計決算認定についてまで、その概要を一括してご説明

申し上げます。

別冊の決算参考資料に基づいての説明とさせていただきます。
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平成２１年度決算から決算参考資料の冒頭に、平成２１年度決算の概要をまとめて説明させて

いただいております。また、新たに指定管理施設収支状況も掲載しておりますので、参考として

いただきますようお願いいたします。

それではまず、１４、１５ページの各会計、歳入歳出決算総括表をごらんいただきたいという

ふうに思います。

一般会計と特別会計との総合計は歳入歳出の予算額が２５０億２，５６４万８，０００円に対

し、収入済額が２２８億５，８９５万３，０００円、支出済額が２２４億４，８６０万

５，０００円で、差し引きしますと４億１，０３２万８，０００円の黒字でございますが、宅地

造成事業特別会計は歳入欠陥となり、翌年度から繰上充用を行っております。また、一般会計並

びに簡易水道特別会計では、翌年度に明許繰越を行っております。その下に公営企業会計であり

ます水道事業会計の決算を上げております。収益的収入総額が１億３，９１７万９，０００円、

収益的支出総額が１億６，２４４万円でございました。企業会計ですので、収支の差し引きとは

なりませんが、当年度の純損失としては２，７４４万円となり、この損失は資本剰余金の繰り入

れにより欠損金処理を行うものでございます。また、資本的収入総額は７，２５６万円、資本的

支出総額は１億５，２１１万８，０００円で、資本的収入額が資本的支出額に不足する額

７，９５５万８，０００円につきましては、当年度分損益勘定留保資金の７，４３３万

１，０００円、及び消費税資本的収支調整額の５２２万７，０００円で補てんをいたしておりま

す。

１６、１７ページでは、歳入歳出決算額の推移を掲載し、前年度との比較をしております。

また、普通会計と財政状況調べでは、実質収支は１億８，０５７万８，０００円の黒字となっ

ており、２０年度の実質収支と比較いたしましても増額となりましたので、単年度収支も黒字と

なり、実質単年度収支は１，６８２万９，０００円の黒字となっております。下側の諸係数が、

財政状況を分析する上で最も基本となるものでございます。

それでは、まず、左側の財政力指数ですが、この比率が１に近いほど財政的に余裕があるもの

とされておりますが、３カ年平均で０．３５６となっておりまして、相変わらず財政基盤の弱い

状況となっております。

起債制限比率はわずかに改善しております。これは普通交付税並びに臨時財政対策債発行可能

額の増加に伴い、標準財政規模が膨れたことによるものでございますが、償還金そのものも若干

減少いたしております。実質公債費比率は、３年間で１６．７％となっております。２０年度と

同様となっております。

次に、実質赤字比率と連結実質赤字比率ですが、一般会計は黒字であり、宅地造成事業特別会

計で、わずかの赤字が出るものの全体では黒字となることから、どちらの指標も該当いたしませ

ん。

次の将来負担比率ですが、数値は１１３．５となっており、早期健全化基準として定められて

おります３５０と比較いたしますと、負担の少なさが読み取れます。

２０年度と比較いたしますと、１０．２ポイント増加しており、地方債現在高や公益企業債等

繰り入れ見込み額の増加によることが要因でございます。一方、経常収支比率は９０．０％の決

算となっておりまして、前年度より４．８ポイントも改善いたしました。減少の一番大きな要因
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は、先ほど実質公債費比率同様、普通交付税並びに臨時財政対策債の増加により経常一般財源が

増加したことと、人件費や公債費の減額等によるものでございます。

次に、１８、１９ページの普通会計款別決算額比較表の歳入の状況でございます。

歳入の最も大きなウエートを占める９番の地方交付税は４７億９，８５３万円で、全体の

３４．９％を占め、前年度比３．３％の増となっております。全体の１３．３％を占める１番の

地方税は、町民税の個人が４，２８９万７，０００円、法人が４，０２４万１，０００円、それ

ぞれ減収となるなど、前年度比５．５％の大幅な減となっております。

１４番の国庫支出金は前年度比２３８．７％増の２０億８，９６７万３，０００円となってお

ります。緊急経済対策によるもので定額給付金給付事業補助金や、地域活性化対策の各種臨時交

付金の増によるものでございます。また、２１番の地方債でございますが、前年度比

１５６．１％増の２５億７，８１７万円の借り入れとなっております。有線テレビ拡張事業を初

め臨時財政対策債など多額の町債発行となったことによるものでございます。なお、決算書の

５４ページの最下段から５９ページにかけて、第２０款町債で決算額が２６億１，３９７万円と

なっておりますが、この中には公的資金借換債が３，５８０万円含まれており、決算統計での普

通会計では純計処理として歳入歳出、それぞれから同額を減額いたしておりますので合致いたし

ません。

参考資料に戻っていただき、２０ページ、２１ページの歳出の状況でございますが、第１２款

災害復旧費は、対前年度比が、皆増となっております。昨年、８月の集中豪雨で発生しました公

共土木施設並びに農林水産施設の災害復旧によるものでございます。

第５款労働費は、対前年比５，５８５．５％、５億６，４１３万４，０００円の大幅増となっ

ております。国の地域活性化対策の各種臨時交付金事業や、緊急雇用対策事業を実施したことに

よるものでございます。また、第２款総務費では、有線テレビ拡張事業や定額給付金給付事業な

どを実施したことから、対前年度比１６７．１％、２１憶９，８９３万２，０００円の大幅な増

となっております。

次に、２２、２３ページは町税の収入内訳を上げております。先ほども申し上げましたとおり、

税収は全体で５．５％の減となっており、徴収率につきましても右側から二つ目にありますとお

り９０．６％の決算となっておりまして、全体では前年度より１．０ポイント下がっております

が、現在、滞納別に見てみますと、調定額の関係から逆に現年分で０．１ポイント、滞納分で

０．９ポイントと上がっております。長引く景気の低迷により税の徴収は大きな課題となってお

り、既に京都地方税機構での共同徴収がスタートしており、大口の滞納整理を中心に差し押さえ

等の強硬手段も講じながら業務を進めております。一方で、町内部での徴収率の向上にも有効な

手段を講じていく必要がございます。

次に、２４、２５ページでございますが、普通会計性質別経費の状況を示しております。この

中で一番の人件費は総額で１９億１，３０８万５，０００円となっておりますが、対前年度比で

は４．３％減となっております。平成２０年度に引き続き、職員給、議員報酬のカットを行った

こと、職員の退職に伴う補充を抑えたことなどによるものでございます。

６番の補助費等については、対前年度比４１．５％の増となっておりますが、これは定額給付

金の給付や、有線テレビ拡張事業に伴う加入者補助金、住宅改修助成事業補助金の交付によるも
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のでございます。

７番目の積立金は対前年度比１７６．７％増の５億１，１６２万円となっております。丹後地

区ふるさと市町村圏基金の返還金を地域振興基金に、また産業振興ビジョンの具現化のため、産

業振興基金に積み立てを行ったことによるものでございます。

１１番の投資的経費は普通建設事業費で有線テレビ拡張事業のほか、地域活性化対策の各種事

業などで、大幅な増額となり、また、平成２１年度８月の集中豪雨により災害復旧事業費が皆増

するなど、対前年度比２４３．９％の増となっております。

次に、２６ページから２９ページにかけて、普通会計経常収支の状況を歳入、歳出それぞれ掲

載しております。

次に、３０、３１ページをお開き願います。ここでは一般会計の目的別、節別決算表を掲載い

たしております。それぞれの款ごとに節単位で幾らの支出があったのかをわかるようにまとめて

おります。

次に、３２ページから３７ページにかけて普通会計の投資的経費を財源内訳も含めて掲載いた

しております。

３８ページから４０ページには不用額説明書を掲載いたしております。５０万円以上の不用額

が発生したものを各課ごとに掲載いたしております。

４１ページから４２ページには未収入調書、不納欠損処分調書を掲載いたしております。一般

会計全体での不納欠損額は６４８万２，０００円となっております。

４５ページには普通会計債務負担行為額調べを掲載いたしております。

４６ページには一時借入金運用状況を掲載いたしておりますが、平成２１年度での借り入れは

ございませんでした。

４７ページでは基金の状況を５月末の出納整理後の状況で報告いたしております。

次に、４８、４９ページには会計別職員人件費を上げております。平成２１年度のラスパイレ

ス指数は一番下にありますように８９．７％と、前年度対比１．５ポイント下がっております。

ちなみに府内市町村平均は９５．９％でございます。

５０ページから１０３ページまでは現在、借りております町債について掲載いたしております。

５０ページから６７ページまでは一般会計分。６８ページから９５ページまでは特別会計分。

９６、９７ページは、その借入先別の明細、その他では利率別の状況。普通会計の事業別の現

在高の状況。普通会計での今後の年度別償還状況を示しておりますので、参考にしていただきた

いというふうに思います。

９６、９７ページに全体の町債残高を上げております。一般会計の平成２０年度末現在高が約

１２９億４，４４８万２，０００円に対し、平成２１年度末では１４１億７７９万９，０００円

となっており、１１億６，３３１万７，０００円の増額となっております。

特別会計におきましては約１６８億５，５２２万９，０００円にのぼり、前年度に比べて２億

８，９３５万９，０００円増加いたしております。

また、水道事業会計は８２０万円増額し、１０億７，１６５万８，０００円となっており、総

合計では約３２０億３，４６８万６，０００円になっております。住民一人当たりにいたします

と約１３１万円の借金を抱えているということになります。
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次に、１０４ページから１１１ページには、クアハウス岩滝、野田川衛生プラント、学校給食

センターなどの施設にかかります収支状況と利用状況を掲載いたしております。

１１２ページから１３６ページには、今回の決算から指定管理者収支状況を掲載し、各指定管

理施設の利活用の状況や、収支状況をまとめておりますので、ご参考にしていただきたいと思い

ます。

１３７ページから最終の２４９ページには、一般会計並びに特別会計の主要施策の成果概要調

書を掲載いたしております。

一般会計では各課ごとに、決算の事業区分ごとに、その概要をまとめております。また、特別

会計では、それぞれの会計での決算規模や運用状況、事業概要を上げております。参考にしてい

ただきたいというふうに思います。

最後に決算書の３４９ページから３６３ページにかけて、財産に関する調書をつけ、年度末で

所有しております財産を掲載いたしておりますので、ご参考にしていただければと考えます。

以上、簡単にご説明申し上げましたが、平成２１年度一般会計並びに特別会計等の決算の概要

でございます。この後、副町長からもご説明を申し上げますので、よろしくご審議の上、ご承認

いただきますようお願いいたします。

議 長（井田義之） 昼食のため、午後１時３０分まで休憩をいたします。

（休憩 午前１１時５４分）

（再開 午後 １時３０分）

議 長（井田義之） 休憩を閉じ、会議を続行いたします。

午前中の町長の提案説明に引き続き、副町長からの説明を求めます。

堀口副町長。

副 町 長（堀口卓也） それでは、私から会計ごとに決算書並びに決算参考資料に沿ってご説明を申し上

げます。すべて共通ですが、金額の単位は１，０００円単位に四捨五入したものでご説明をさせ

ていただきます。

それではまず、議案第９０号 平成２１年度与謝野町一般会計決算について、主なものをご説

明申し上げます。

まず、歳入でございますが、特徴的なものについてのみご説明をさせていただきます。

決算書の１４、１５ページをお開き願います。

第１款町税でございますが、第１項町民税から第５項都市計画税までの合計は調定額が２０億

１，７４０万円に対しまして、収入済額は１８億２，６８４万円で、不納欠損処分をいたしまし

た４１５万円を差し引きました収入未済額は１億８，６４１万円となっております。この２２年

度へ繰り越しました滞納額は２０年度決算と比較いたしますと１，０７５万１，０００円、率に

いたしますと６．１％の増という状況になっております。

次に、１８、１９ページの第９款地方交付税でございますが、備考にありますように普通交付

税は４３億１，２９８万７，０００円で、前年度より４．３％、１億７，８４１万７，０００円

の増額となっております。特別交付税は４億８，５５４万３，０００円で、前年度より４．８％、

２，４４７万５，０００円の減額となっております。

次に、２０、２１ページの第１１款分担金及び負担金、第２項負担金、第２目民生費負担金の
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第２節児童福祉費負担金の保育料は、現年度分は１億３，３２１万５，０００円、徴収率

９６．６％、滞納繰越分１６２万円、徴収率１５．５％の徴収実績となってございます。

次に、２４、２５ページの第５目商工使用料の第２節観光使用料は、クアハウス岩滝入館料が

５，９５０万４，０００円となっており、前年度より２００万円程度の減額となっております。

第６目土木使用料は、全体で６，４２３万８，０００円の収入となっておりますが、町営住宅

使用料も年々滞納額がふえてきている現状でございます。

次に、２８、２９ページの第２項国庫補助金、第１目総務費国庫補助金は全体で１３億

９，５２１万７，０００円の補助を受けております。有線テレビ拡張事業や定額給付金給付事業、

地域活性化対策の各種交付金事業に対しての補助金でございます。

第２目民生費国庫補助金、第３節児童福祉費補助金の１，４０６万６，０００円は、子育て応

援特別手当交付金及びその事務取扱交付金でございます。

また、次のページにかけての第６目商工費国庫補助金は、産業振興ビジョン策定に対し、電源

地域産業育成支援補助金を２６７万円受けております。

第７目土木費国庫補助金は全体で１億６，６６４万５，０００円となっておりますが、備考欄

にありますように、道路改良事業費補助金が事業費の６０％の１億２，３８８万５，０００円。

都市公園事業費補助金が、事業費の５０％の３，１９１万４，０００円などとなっております。

第９目教育費国庫補助金は全体で１億４，１３４万２，０００円となっておりますが、これは

三河内、市場、山田の各小学校の校舎耐震補強工事に対する、安全・安心な学校づくり交付金

８，１３０万５，０００円や、国の経済危機対策の一環で取り組みました学校情報通信技術環境

整備事業費補助金３，７９７万５，０００円。学校ＩＣＴ関連補助金３０１万７，０００円など

でございます。

第１０目災害復旧費国庫補助金は、道路河川の災害復旧事業に対し３，５９２万７，０００円

の補助を受けております。

次に、３２ページから４１ページへかけての第１４款府支出金、第２項府補助金は第１目総務

費補助金から第９目教育費府補助金の中で３９件が京都府の未来づくり交付金の対象となり、そ

の総額は９，８７２万円でございます。

３６、３７ページの第４目労働費府補助金は、各緊急雇用対策事業に対する補助金として

２，９１０万６，０００円を受け入れております。

第５目農林水産業費府補助金は、第１節農業費補助金は全体で８，３４８万１，０００円とな

っておりますが、この中の新たな事業として、滝、金屋地区で実施しております命の里事業への

補助金を２，３８６万１，０００円受け入れております。

次に、４６、４７ページの第１６款寄附金は、総額で２，７９８万８，０００円となっており

ますが、ふるさと納税寄附金のほか、産業振興に寄与することを目的として、１，０００万円を

受け入れており、産業振興基金へ積み立てを行いました。また、四辻地区公民館の増改築に対し

地元から社会教育寄附金として１，５５５万５，０００円の寄附を受け入れております。

次に、少し飛びますが５４、５５ページをお開きいただきます。

第１９款諸収入の第３目雑入ですが、備考欄、下から６段目に丹後地区ふるさと市町村圏基金

返還金を２億１，２２８万６，０００円収入いたしております。
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これは基金の財産処分により、出資金等が返還されたものでございます。

次に、５６から５９ページへかけての第２０款町債でございますが、総額で２６億

１，３９７万円の借り入れを行っております。うち合併特例債はＣＡＴＶ整備事業債など１２億

５，３８０万円でございます。また、公的資金借換債は合計で３，５８０万円を発行し、繰り上

げ償還いたしております。

次に、歳出ございますが、決算書の６０ページ、６１ページをお開きください。

第１款議会費は総額で１億７００万３，０００円支出いたしております。議員報酬、職員人件

費などが主な経費でございまして、議会運営、議会広報に必要な経費を執行いたしました。

６２ページからの第２款総務費では、６５ページに一般管理費にかかる職員人件費を掲載して

おりますが、第３節職員手当等で退職手当組合特別負担金を５，５９８万７，０００円支出いた

しております。勧奨退職者に対する特別負担金などを支出いたしたものでございます。

７２ページからの第５目財産管理費は、３庁舎の管理経費やマイクロバスの運行事業経費でご

ざいます。参考までに、３庁舎の管理費は４，０９１万５，０００円となっております。

次に、７８、７９ページの第６目企画費は、総額で８億２，１７４万円を支出いたしておりま

す。住民自治活動支援事業では自治振興補助金とコミュニティ事業補助金の交付、８１ページの

男女共同参画事業では、推進委員さんの協力により広報よさのを活用し、４コマ漫画を連載し啓

発に努めております。また、２０年度から繰り越した定額給付金事業では、延べ９，０５１世帯

から申請があり、率にいたしまして９９．４％の交付となっております。

また、８３ページの企画費一般経費では、大名行列継承基金や地域振興基金積立金などを支出

いたしたものでございます。なお、８１ページにも別途地域振興基金積立金を２億１，２２８万

６，０００円支出いたしておりますが、丹後地区ふるさと市町村圏基金の財産処分による出資金

の返還金を積み立てたものであり、区分をいたしました。

次に、９０ページから９３ページの第１３目有線テレビ整備費は、有線テレビ拡張事業で

１６億９，５９３万円を支出いたしております。これは全額が繰越事業として実施したもので、

拡張地域での加入率は３月末で７２．２％となっております。なお、加悦地域分については、

２２年度へ明許繰越を、拡張地域の未実施分については事故繰越を、それぞれいたしております。

９４ページから９７ページの第１５目地域交通対策費は７，５０８万６，０００円を支出いた

しております。平成２１年３月から実証運行を始めました町営バス運行事業で１，１００万

２，０００円を支出いたしております。バス運行委託料や時刻表の印刷製本費などでございます。

続きまして、９６ページから１０１ページの第２項徴税費は、総額で１億７３０万

４，０００円を支出いたしております。中でも１０１ページの賦課徴収費一般経費の中の第

１９節負補交に京都地方税機構負担金、エルタックス共同審査サーバー構築等経費負担金を支出

しておりますが、これらにより、ようやく税機構による共同徴収がスタートをいたしました。

次に、１１２ページからの第３款民生費について、ご説明を申し上げます。

第１款社会福祉費、第１目社会福祉総務費は、総額で７億３，０７９万７，０００円支出いた

しておりますが、この中で１１７ページの国民健康保険特別会計繰出金は、通常の繰り出しに加

え国保会計の今後の収支見込みから財政調整分として１億円を繰り出しております。また、地域

福祉空間整備事業では３３６万円支出いたしておりますが、野田川共同作業所の移転改修への交
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付金による支援でございます。

１１８ページからの第２目障害者福祉費は、総額で５億５，０１８万８，０００円を支出いた

しております。

１１９ページの障害者通院費補助事業では、平成２１年度から新たに取り組みました腎臓機能

障害者通院交通費補助金を、４８名の方に計１４２万円交付いたしております。

１２４ページからの第３目高齢者福祉費は総額で４億５，９６９万円支出いたしておりますが、

この中で１２９ページの高齢者福祉施設整備事業として１，８４３万１，０００円を支出いたし

ております。認知症デイの新設や認知症グループホームへのスプリンクラー設置に対しての交付

金による支援でございます。

次に、１４１ページ第２項児童福祉費の子育て応援特別手当事業は、全額が国庫支出金であり、

平成２０年度から繰り越して実施したもので、３４９名に交付をいたしております。

次に、１５０ページからの第４款衛生費についてご説明申し上げます。

１５３ページの第１項保健衛生費、第１目保健衛生総務費では、保健衛生総務費一般経費の第

２８節繰出金で簡易水道特別会計の今後の収支見込みから財政調整分として５，５００万円を繰

り出しております。

１５２ページから１５５ページの第２目予防費では、母子保健事業で１，５６４万

１，０００円を支出いたしております。今まで５回であった妊婦健診を１４回とし、セットメニ

ュー化しております。

１５７ページの新型インフルエンザ予防接種事業は２２５万５，０００円を支出いたしており

ます。全国的に新型インフルエンザが猛威をふるい、当町でも５５５名の方が予防接種を受けら

れました。そのほか予防接種事業や健康教育、機能訓練、運動教室等を実施した健康づくり事業

など、町民の健康づくりや子供の健やかな成長を守るための事業を行ってまいりました。

１６４ページの第２項清掃費、第２目塵芥処理費は総額で３億３，２４８万円を支出いたして

おりますが、宮津市清掃工場への処理委託料を初め、すべてのごみ処理にかかる経費でございま

す。

次に、１６８、１６９ページの第３目し尿処理費は総額で１億２，０８１万９，０００円を支

出いたしております。野田川衛生プラント管理運営事業、施設整備事業、職員人件費などでござ

います。

次に１７２ページからの第５款労働費、第１項労働諸費は総額で５億７，４４２万

８，０００円支出いたしております。中身としましては国の雇用創出事業を活用した緊急雇用対

策事業のほか、現下の雇用情勢に配慮し、ハローワークへの上乗せ補助として緊急雇用安定化助

成金を交付しております。また、国の地域活性化対策として、生活対策臨時交付金、経済危機対

策臨時交付金などを活用し、循環型経済の構築も考えた住宅改修助成事業など、町内の経済を刺

激すべく、多くの事業を実施いたしました。

なお、１８３ページの第４目経済危機対策費、１８９ページの第５目地域活性化対策費で合わ

せて３億１，６７８万８，０００円を、２２年度へ繰越明許いたしております。

次に、第６款農林水産業費についてでございます。第１項農業費は総額で２億８，９９４万

５，０００円を支出いたしております。主なものは農業委員会活動事業、農業団体活動支援事業
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などのほか、自然循環農業推進事業では京の豆っこ米の生産活動及び販売促進を支援しており、

それらのかいもあって丹後産コシヒカリは、全国食味ランキングで、念願でありました３年連続

で最高評価であります特Ａを獲得いたしております。また、中山間地域等直接支払交付金事業、

農地・水環境保全向上対策事業、農業用施設整備事業等を行うことにより、農地の生産基盤整備

や農村環境の向上を図るための事業を支援いたしております。平成２１年度から懸案でありまし

た明石地区のゾブ川改修工事にも着手をいたしております。

２１０ページからの第２項林業費は、総額で９，４０４万１，０００円を支出いたしておりま

す。主なものは有害鳥獣対策事業で近隣市町と連携し、広域捕獲を実施いたしました。林道関係

では林道大田和線改良工事を完了することができました。また、堰堤設置や浚渫等の災害に強い

森づくり事業などに積極的に取り組んでまいりました。

２１８ページからの第７款商工費についてご説明を申し上げます。商工費は総額で５億

６，５０９万４，０００円を支出いたしております。主なものは商工会助成事業では、今までか

らも発行されていました商品券に、今年度は定額給付金の交付があったことから、通常の６％の

プレミアムを１０％にアップし発行されました。それらの事業を含め、特別事業へも支援をさせ

ていただいております。

また、各種商工業への支援事業、産業や織物の振興事業、観光イベント開催事業、与謝野町の

次世代の産業振興の方向性を示した産業振興ビジョンの作成等の事業、クアハウスを初め各種観

光施設の施設管理事業などでございます。

なお、２２７ページの商工業振興費、一般経費の第２５節積立金は、先ほどの歳入で申し上げ

ましたとおり、寄附をいただきました１，０００万円に、さらに１億円を上乗せし、今後の産業

振興ビジョンの具現化のため産業振興基金に積み立てを行いました。

次に、２４４ページからの第８款土木費についてご説明を申し上げます。

第１項土木管理費は、総額で３，０４１万９，０００円を支出いたしております。主なものは

土木事業の要望等の国、府対策事業や、民間家屋の耐震診断補助事業、急傾斜事業負担金等の一

般経費などの事業でございます。

２４８ページからの第２項道路橋梁費は、総額で３億６，８１５万５，０００円支出いたして

おります。主なものは道路維持補修事業や除雪対策事業、道路新設改良事業でございます。なお、

除雪対策事業では、国の補助を受け除雪車を１台購入いたしております。

なお、２５３ページの道路新設改良事業では、明石香河線、岩屋川線、石川上山田線の３路線

を国の交付金事業で実施いたしております。

２５４ページからの第３項河川費は総額で５，３００万６，０００円を支出いたしております。

主なものは河川維持管理事業、常習浸水地の解消を図るための河川改修事業などでございます。

第５項都市計画費は総額で７億６，５９３万２，０００円を支出いたしております。主なもの

は平和通りなどの街路整備事業、京都府で実施していただいております岩滝海岸線の街路事業負

担金、阿蘇シーサイドパークの整備事業費などでございます。

２６４ページからの第９款消防費について、ご説明申し上げます。消防費は総額で５億

８，４７０万円支出いたしておりますが、主なものは第１目常備消防費で消防組合負担金、第

２目非常備消防費では、消防団員３５３名の報酬、火災訓練点検等の費用弁償などでございます。
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２６９ページの消防施設等整備事業では、野田川第５分団のポンプ車の更新、消火栓の新設

６基、移設更新３基などを施工いたしました。なお、加悦第２分団消防車庫詰所につきましては、

生活対策臨時交付金事業にて改築をいたしております。

２７０ページの第５目災害対策費の防災行政無線施設整備事業では、デジタル防災行政無線整

備調査業務を委託いたしました。

２７３ページの豪雨災害対策事業は、２１年８月の集中豪雨で発生しました災害の測量設計委

託料、河川等の浚渫委託料、応急復旧工事を実施し、７，９４３万円を支出いたしております。

次に、２７４ページからの第１０款教育費についてご説明を申し上げます。第１項教育総務費

は総額で２億４，５３９万２，０００円支出いたしておりますが、主なものは２８３ページの学

校ＩＣＴ環境整備事業で、各小・中学校の校内ＬＡＮ設備や地デジ対応電子黒板整備などを行っ

ております。

２８６ページからの第２項小学校費は総額で４億９４３万７，０００円を支出いたしておりま

す。主なものは２９１ページの小学校施設整備事業で耐震補強設計監理委託料、小学校耐震補強

工事費、水洗化等の小学校施設整備工事費などでございます。

２９４ページからの第３項中学校費は、総額で１億２９３万５，０００円を支出いたしており

ます。主なものは２９９ページの中学校組合負担金で、生徒数割等による与謝野町分の負担金で

４，５８５万９，０００円を負担いたしております。

次に、３０４ページの第５項社会教育費は総額で２億４，４５７万３，０００円を支出いたし

ております。主なものは、子ども自然体験事業や生涯学習事業などの各種社会教育事業、公民館

事業や知遊館管理運営事業、文化財保護や伝統的建造物群保存対策事業、図書館管理運営事業な

どでございます。

中でも、３１５ページの公民館管理運営事業では、加悦地域公民館の２階にありました図書室

を１階に移転し、利用者の利便性向上に努めております。また、地区公民館整備事業では四辻地

区公民館を改築し、地域コミュニティの拠点として整備をいたしました。

３３０ページからの第６項保健体育費は総額で２億２，２８０万２，０００円を支出いたして

おります。主なものは社会体育の振興のための社会体育団体育成事業やスポーツイベント開催事

業、各体育施設の管理事業などでございます。

また、３３８ページからの給食センター運営事業並びに施設整備事業では、子供たちに安心・

安全な給食を提供することに努めております。

最後に、３４２ページの第１３款災害復旧費は、総額で７，２９８万２，０００円を支出いた

しております。平成２１年８月の集中豪雨によるもので、農林水産施設、公共土木施設とともに、

両方ともに大変多くの被害が出ており、それらの復旧を実施したものでありますが、多くは年度

内に完了することができませんでしたので、２２年度へ繰り越しをいたしております。

以上が、一般会計の概要でございます。

次に、議案第９１号 平成２１年度与謝野町簡易水道特別会計決算について、主なものをご説

明申し上げます。

決算書３８６ページをお開きください。

実質収支に関する調書をおつけしておりますが、歳入総額８億６，４１１万１，０００円、歳
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出総額７億２９９万９，０００円、歳入歳出差引額は１億６，１１１万３，０００円となってお

り、翌年度へ繰り越すべき財源は繰越明許費繰越額１億４，６３１万４，０００円で、実質収支

額は１，４７９万９，０００円となりました。

まず、歳入からご説明いたしますと、３７２、３７３ページをお開き願います。

第２款使用料及び手数料ですが、第１項使用料、第１節現年度分の収入済額は３億

１，０８７万３，０００円で、前年度より４６２万８，０００円の減額となりました。減収の要

因は有収水量の減少であると考えております。

第３款国庫支出金につきましては、平成２１年度で実施をいたしました国庫補助事業の補助金

でございまして、加悦簡易水道施設整備補助金と、継続で整備を進めております三河内簡易水道

施設整備事業の補助金を受け入れております。

次のページの第６款繰入金でございますが、一般会計から３億８３３万７，０００円を繰り入

れております。２１年度は通常分に加え、公共投資臨時交付金を１億４１４万２，０００円、き

め細やかな臨時交付金を２，３００万円の繰り入れのほか、建設改良費分、財政調整分合わせて

１億円を超える繰り入れを行い、今後の統合へ向けての財源調整を行っております。

第９款町債は、第１節簡易水道事業債として１億５，９９０万円を借り入れております。

続きまして、３７８ページからの歳出についてご説明申し上げます。

３８１ページ、第２目財政管理費では、第２５節積立金として減債基金に府補助金と預金利子

分の７０７万５，０００円。財政調整基金に預金利子を含め７，００７万円をそれぞれ積み立て

ております。

第２款維持管理費は、簡易水道全施設の維持管理費で９，５０４万１，０００円となっており

ます。

次のページの第３款改良費につきましては、三河内簡易水道施設の改良工事費と、岩屋川線や

石川上山田線の道路改良に伴う排水管敷設工事費、下水道関連排水管敷設替工事費などで、総額

で２億３，８５０万２，０００円となっております。なお、加悦、三河内、山田簡易水道施設整

備事業費４億５，３８０万円を２２年度へ繰り越しをいたしております。

以上が、簡易水道特別会計の概要でございます。

宅地造成事業の特別会計でございますが、決算書３９４、３９５ページの歳入についてでござ

いますが、第１款繰入金は一般会計繰入金を２５万円繰り入れております。

次に３９６ページからの歳出についてでございますが、第１款事業費は１０５万１，０００円

を支出いたしております。本会計で保有しております日吉ケ丘並びに大道団地等の維持管理費、

販売のための営業経費などでございます。

第４款前年度繰上充用金は１億３，５４６万９，０００円を支出いたしております。これは平

成２０年度決算に歳入欠陥が生じたもので、それを補てんするため繰上充用を行ったものでござ

います。

以上が、宅地造成事業特別会計の概要でございます。

次に、議案第９３号 平成２１年度与謝野町下水道特別会決算についてご説明申し上げます。

４０６、４０７ページの歳入からご説明を申し上げます。

第１款分担金及び負担金、第１項分担金は、特環の受益者分担金ですが、現年度と滞納繰越分
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を合わせました収入済額は５，１５４万８，０００円となっており、収納率は現年度分で

８８．３％、滞納繰越分で２．９％となっております。

第２項負担金は、公共の受益者負担金ですが、現年度分と滞納繰越分合わせました収入済額は

４６６万７，０００円となっており、収納率は現年度分で９２．８％、滞納繰越分で１．４％と

なっております。

第２款使用料及び手数料、第１項使用料の現年度分と滞納繰越分合わせました収入済額は２億

１，２７０万７，０００円となっており、収納率は現年度分で９９．７％、滞納繰越分で

１７．５％となっております。

次のページにかけての第３款国庫支出金でございますが、平成２１年度からは特環分のみとな

り、２億４，０００万円を受け入れております。

第５款繰入金は、一般会計繰入金を５億８，０４６万４，０００円繰り入れております。

４１０、４１１ページの第８款町債は、総額で１１億４，４２０万円発行いたしております。

次に、歳出についてですが、４２０、４２１ページをお開き願います。

第１目公共下水道建設事業費、第１３節委託料でございますが、測量委託料と設計監理料に

５，１４５万３，０００円を支出いたしております。

次のページの第１５節工事請負費では５億６，３７４万１，０００円を支出いたしております。

第２２節補償補てん及び賠償金の２，４７５万５，０００円は、下水道関連排水管敷設替え等

に伴う補償費でございます。

第４款公債費は、町債の償還金でございまして、１２億２，９５６万５，０００円となってお

ります。

以上が、下水道特別会計の概要でございます。

次に、議案９４号 平成２１年度与謝野町農業集落排水特別会計決算について、ご説明を申し

上げます。

まずは、４３４、４３５ページの歳入からご説明申し上げます。

第３款府支出金は、温江地区の農業集落排水事業に対して、農業集落排水事業補助金を

６，７０６万円受け入れております。そのうち農業集落排水事業推進交付金４４４万円は、前年

度の補助対象事業費の１５％を５年間で３％ずつ分割交付されるものでございます。

第５款繰入金は、一般会計繰入金並びに減債基金繰入金を総額で１，４１４万７，０００円繰

り入れております。

次のページの第８款町債は、総額で８，７００万円発行いたしております。

次に、歳出につきましては、４４０ページから４４３ページにかけての第３款事業費、第１項

農業集落排水事業費、第１目農業集落排水施設整備事業費は、総額で１億４，８８１万円支出い

たしております。これは平成１９年度から着手をいたしました温江地区の整備事業費でございま

して工事請負費、設計監理委託料などが主なものでございます。平成２１年度をもちまして、舗

装復旧や処理施設外構工事の一部を除き完了することができ、年度末に供用開始することができ

ました。

以上が、農業集落排水特別会計の概要でございます。

次に、議案第９５号 平成２１年度与謝野町介護保険特別会計決算について、ご説明を申し上
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げます。

まずは事業勘定につきましてご説明を申し上げます。

４５６、４５７ページの歳入についてでございますが、第１款保険料、第１目第１号被保険者

保険料の第１節現年度分特別徴収保険料３億２，９５０万円につきましては、徴収率１００％で

ございます。収入未済額の欄のマイナス６８万２，０００円は、死亡とか転出などによりまして、

本来、還付をすぐにしなければなりませんが、手続上、還付がし切れていないものがあり、この

未還付金を計上しているものでございます。

第２節現年度分普通徴収保険料２，３５４万３，０００円は、徴収率としましては９１．１％

でございます。

第３節滞納繰越分普通徴収保険料１４７万５，０００円は、徴収率といたしましては

２４．５％でございます。

次に、歳出でございますが４６６ページの第２款保険給付費２０億１，４６６万８，０００円

につきましては、２１年度末で要介護認定者１，０９３名、要支援認定者３５２名に対する介護

サービスなどの給付を行ったものでございまして、前年度より１億２，１１２万２，０００円と、

大変大きな増額となっております。

４７２、４７３ページの第３款地域支援事業費３，３５１万３，０００円はリハビリ教室、物

忘れ予防教室など介護予防事業、地域包括支援センターを中心とした包括的支援事業のほか給食

サービスなどの任意事業を実施したものでございます。

なお、４８０、４８１ページの第９款基金積立金で、介護保険事業基金積立金を７，７５６万

８，０００円積み立てをいたしております。

次に、サービス勘定についてご説明いたします。

４９０、４９１ページの歳入でございますが、第１款サービス収入１，４５７万９，０００円

は、地域包括支援センターが取り組みました要支援認定者の介護予防ケアプランの作成収入と訪

問リハビリテーション費用の収入等でございます。

次のページの歳出ですが、第２款事業費、第１項居宅サービス事業費、第２目訪問リハビリテ

ーション事業費としまして２４万２，０００円を支出いたしておりますが、これは今、申し上げ

ましたように、理学療法士が国保診療所を拠点として訪問リハビリテーションを行っておりまし

て、その費用として執行したものでございます。

以上が、介護保険特別会計の概要でございます。

次に、議案第９６号 平成２１年度与謝野町土地取得特別会計決算について、ご説明申し上げ

ます。

決算書５０４、５０５ページの歳入、第１款財産収入は、土地開発基金預金利子を２５万

９，０００円収入いたしております。

第２款繰入金４１万１，０００円は、一般会計からの繰入金で丹後地区土地開発公社支払利子

相当分の繰り入れを行ったものでございます。

第３款繰越金は、前年度からの繰越金で３３万６，０００円でございます。

次に、５０６、５０７ページの歳出、第１款公債費４１万１，０００円は、丹後地区土地開発

公社への支払利子でございます。
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第２款諸支出金は、土地開発基金への積立金２５万９，０００円を支出いたしております。な

お、別途、丹後地区土地開発公社の平成２１年度決算及び決算附属書類をつけておりますので、

参考にしていただきたいと思います。

以上が、土地取得特別会計の概要でございます。

次に、議案第９７号 平成２１年度与謝野町国民健康保険特別会計決算について、ご説明申し

上げます。

まずは、事業勘定についてご説明申し上げます。

５４８ページをお開きください。

実質収支に関する調書をつけておりますが、歳入総額３０億６，９３３万７，０００円、歳出

総額３０億５，８６９万２，０００円で、差し引き１，０６４万５，０００円の黒字決算となり

ました。しかしながら、歳入では一般会計繰入金で、財政調整基金積立分として１億円、財政調

整基金繰入金で１億５，２００万円をそれぞれ繰り入れており、一方歳出では、財政調整基金に

収支調整分として５，２００万円を積み立てておりますので、実質的には１億８，９３５万

５，０００円の赤字となっております。基金残高につきましては、２１年度末におきまして１億

９，４３０万４，０００円でございます。

５２５ページの第４款国庫支出金、第２項国庫補助金、第１目財政調整交付金の特別調整交付

金の中に、診療所のレセプトオンライン化システムへの更新に対する補助として２００万円を含

んでおり、同額を歳出の直営診療施設勘定特別会計繰出金で支出をいたしております。

５２９ページの第１０款繰入金では、一般会計繰入金で今後の収支見込みから財政調整基金積

み立て分として１億円を繰り入れております。

次に、歳出の５３４から５３９ページへかけての第２款保険給付費についてでございますが、

出産育児一時金、それから葬祭費等を含みます総合計で１９億４，０１１万１，０００円となっ

ておりまして、前年度に比べまして１，８０４万円、０．９％の増となっております。

５４２、５４３ページの第８款保健事業費では、第１目特定健康診査等事業費で２，９５４万

８，０００円を支出いたしております。メタボリックシンドロームに対する特定健診に努め、生

活習慣の改善により保険給付費の削減に努めてまいりたいと考えております。

次に、直診勘定でございます。

５６８ページをお開きください。実質収支に関する調書をつけておりますが、歳入総額

９，１９３万２，０００円、歳出総額９，１２７万１，０００円で、差し引き６６万

１，０００円の黒字決算となりました。

しかしながら、収支の均衡を図るために一般会計から２，０００万円を繰り入れておりまして、

実質的には１，９３３万９，０００円の赤字となっております。平成２１年度中の患者さんの合

計は６，４４７名でございまして、平成２０年度と比較しますと１１９名、１．９％の増となる

など、年々患者さんのご利用はふえてきております。

歳出では、５６３ページの財産管理経費の中でレセプトオンライン化システム構築委託料とし

て２３６万３，０００円を支出いたしておりますが、これに、先ほどの事業勘定からの繰入金

２００万円を充てております。

以上が、国民健康保険特別会計の概要でございます。
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次に、議案第９８号 平成２１年度与謝野町老人保健特別会計決算について、ご説明申し上げ

ます。

５８４ページをお開きください。

実質収支に関する調書をつけておりますが、前年度と比較しての決算額そのものが大幅に減少

しておりますのは、後期高齢者医療特別会計への移行後の処理をしているもので、執行経費のほ

とんどが前年度の精算に伴う返還金でございます。歳入総額は４，９３９万４，０００円で、歳

出総額４，７９７万５，０００円、差し引き１４１万９，０００円の黒字決算となりました。

以上が、老人保健特別会計の概要でございます。

次に、議案第９９号 平成２１年度与謝野町後期高齢者医療特別会計決算について、ご説明を

申し上げます。

６００ページをお開きください。

実質収支に関する調書をつけておりますが、歳入総額２億１，１２１万２，０００円、歳出総

額２億７０１万１，０００円で、差し引き４２０万２，０００円の黒字決算となりました。後期

高齢者医療特別会計の歳入につきましては、負担のルールによるものであるため、説明は省略を

させていただきます。

歳出ですが、５９６、５９７ページの第１款総務費、第１項総務管理費では一般管理費、一般

経費の中で、平成２０年度からの繰越事業として、後期高齢者医療制度改正に伴うシステム改修

を行っております。

第２款後期高齢者医療広域連合納付金は１億９，９１８万２，０００円を支出いたしておりま

す。これは京都府後期高齢者医療広域連合が実際の医療給付事務を行っておりまして、そこへの

納付金でございます。この中で、後期高齢者医療広域連合分賦金は連合への事務費分であり、保

険料等負担金は医療給付費分であります。また、保険基盤安定負担金は保険税軽減分で、一般会

計で府負担金として受け入れ、それを後期高齢者医療特別会計へ繰り出しをした上で連合への負

担金として納めるものでございます。

以上が、後期高齢者医療特別会計の概要でございます。

次に、議案第１００号 平成２１年度与謝野町財産区特別会計決算について、ご説明を申し上

げます。

６０８ページから６１７ページまでは、財産収入などの歳入の内訳を。また、６１８ページか

ら６３３ページまでの歳出では、それぞれの財産区へ一般管理費として支出をいたしておりまし

て、６３４ページの実質収支に関する調書に記載しておりますとおり歳入歳出差引額は

６，４３４万７，０００円の黒字となっております。

以上が、財産区特別会計の概要でございます。

次に、議案第１０１号 平成２１年度与謝野町水道事業会計決算について、ご説明を申し上げ

ます。

６３８、６３９ページをお開き願います。

まずは、収益的収入及び支出でございます。

収益的収入総額１億３，９１７万９，０００円に対しまして、収益的支出総額は１億

６，２４４万円でございますが、企業会計は収支の差し引きとはなりませんので、６４２ページ
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の損益計算をいたしますと、下から３行目の当年度純損失、いわゆる赤字額は２，７４４万円と

なります。この損失につきましては、６４３ページの一番下の欠損金処理計算書（案）でお示し

しておりますように、資本剰余金の繰り入れによって、欠損金処理を行うことといたしておりま

す。

次に、６５０、６５１ページの収益明細書をお開き願います。

第１款水道事業収益、第１項営業収益でございますが、第１目給水収益、第１節水道使用料の

決算額は１億３，７６５万５，０００円で、前年度対比２００万９，０００円の減少となりまし

た。これにつきましても簡水同様、使用水量の減少が要因であろうと考えております。

続きまして、支出でございますが、６５２ページから６５９ページまで記載しておりますとお

り、人件費、施設の維持管理費、減価償却費などでございます。また、６５６、６５７ページ、

第２項営業外費用の第１目支払利息、第１節企業債利息は、これまでの第４次水道拡張で起こし

ました企業債による利息で決算額２，２１５万２，０００円となっております。

次に、資本的収入及び支出について、ご説明を申し上げます。

６４０、６４１ページをお開き願います。

資本的収入総額７，２５６万円に対しまして、資本的支出総額１億５，２１１万８，０００円

で、不足する額が７，９５５万８，０００円となっております。この不足額につきましては、

６７２ページの補てん財源明細書のとおり、損益勘定留保資金の補てん額７，４３３万

１，０００円及び一番下の消費税資本的収支調整額５２２万７，０００円で補てんをいたしまし

た。

６６０、６６１ページをお開き願います。

第１款資本的収入は、拡張改良に伴い第１項企業債５，０００万円と、その下、第２項分担金、

これは加入負担金でございますが５６万円でございます。第４項繰入金は一般会計繰入金

２，２００万円をきめ細やかな臨時交付金分として繰り入れております。

続きまして、支出でございますが６６２、６６３ページをお開き願います。

第１項建設改良費、第１目拡張改良費、第２節工事請負費１億２３７万４，０００円は、男山

浄水場急速ろ過機新設工事費と、配水管敷設替工事費などでございます。

第３節委託料３３５万６，０００円は、男山浄水場急速ろ過機新設に伴う実施設計業務の委託

料でございます。さらに、第２目配水管事業費の第２節工事請負費４５５万１，０００円は、国

道１７８号交差点改良に伴い配水管を新設したものでございます。

次に、第２項企業債償還金の４，１８０万円は、第４次水道拡張改良に伴う企業債元金でござ

います。なお、決算後の右の翌年度繰越額の欄で、第１目拡張改良費で２，２００万円を２２年

度へ繰り越しいたしております。これは上水道配水管敷設替工事を繰り越ししたもので、その財

源は、全額がきめ細やかな臨時交付金を受けての一般会計繰入金でございます。

以上が、水道事業会計の概要でございます。

これで、全会計の、私からの説明とさせていただきますが、大変雑駁なご説明でございました。

さらに詳細な説明、不足をいたします部分につきましては、後ほどの質疑で補わせていただきた

いと存じますので、ご容赦を賜りたいと存じます。

議 長（井田義之） 本案についても、本日は提案理由の説明のみにとどめます。
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次に、監査委員会から平成２１年度の決算審査の結果報告を求めます。

足立代表監査委員。

代表監査委員（足立正人） お疲れだと思いますので、手短に済ませたいと思います。

平成２１年度の決算審査について、議会選出の有吉監査委員さんとともに審査を行いました。

本日、冒頭に、事務局のほうから、それぞれの机の上に意見書がお配りされておると思います。

ちょっと分厚いほうが決算と基金の運用状況の意見書でございます。薄いほうがいわゆる財政指

標、財政健全化の審査と水道事業会計の経営健全化審査の意見書でございます。

最初に分厚いほうからかいつまんでご報告させていただきます。

まず、１ページでございますが、平成２１年度の一般会計及び特別会計歳入歳出決算並びに基

金運用状況審査意見書でございます。

審査の対象は、１１決算、石田地区の区画整理事業がなくなりましたので、今年度は１１決算

ということでございます。基金の運用状況については、各基金の運用状況を見せていただきまし

た。

それから、審査の実施日ですが、７月２３日に始めまして２６日まで、実質１９日間にわたっ

て審査させていただきました。そして、去る８月３０日の日に、この意見書を町長あてに提出を

させていただきました。

次、２ページ目でございますが、審査の方法につきましては、そこに掲げたとおりで、書類審

査、それから現場審査もさせていただきました。

審査の結果でございますが、それぞれの書類は、いずれも法令に準拠して作成されており、各

計数も関係諸帳簿と符合し、正確であったことを認めました。

３ページでございます。

１番目の総括につきましては、省略をさせていただきます。お読みいただきたいと思います。

２番目の一般会計でございます。この中で財政力指数が０．３５６と、前年度を０．００６ポ

イント、単年度では０．３３８と、前年度を０．０２２ポイント下回ったということでございま

す。財政事情が、いわゆる硬直化しておるということを示しておると思います。

それから、経常収支比率が９０．０％と、前年度を４．８％も下回ったと、これは行政改革大

綱なんかで目標とされた率に到達したということで、非常に有意義だと思います。これは町民税

が大幅に減少した一方で、地方交付税や臨時財政対策債などの大幅な増加によるもんだというよ

うに見ております。

なお、計算上の分子となる経常経費充当の一般財源の減少も特筆してもよい。これは職員の給

与、それから議員さん初め特別職員の給与カットなど、この分子を節減したということで、この

率が大幅に下がったという点で大きく評価したいというように思っております。

それから、起債制限比率は前年度を０．５％下回りました。起債の繰上償還等を重ねてきてお

り、元利償還金の減少による効果と考えられます。

それからまた、資金繰りにおいて、多額の基金を繰りかえ運用して工夫をされておりまして、

一時借入金利子が２１年度は全くゼロとなったということも評価できると思います。

それから、その五つほど、５行ほど下でありますが、不納欠損処理について、昨年度も指摘を

いたしましたが、安易な不納欠損処理を行わないようにというように、たびたび指摘をさせてい
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ただきました。その結果、それぞれの担当課において、１年を通した徴収状況なんかを追跡した

記録を保管をしておられて、本当にやむを得ないものに限って、不納欠損処理をされておると、

そういう実態を確認をさせていただきました。

それから、５ページの上のほうでありますが、積立金はというところであります。

非常に多額の積み立てをされておりまして、この点、大きく評価したいというふうに思ってお

ります。

それから、３番目の簡易水道特別会計でございます。

この中で、三河内簡易水道整備事業については、多額の投資をして計画どおり工事が進捗して

いる点を評価させていただくわけですが、新加悦浄水場の整備事業において、平成２０年度から

の繰越事業にもかかわらず、平成２１年度において、用地の確保がかなわなかったということで、

不用額として処理せざるを得なくなったということは残念と言わざるを得ないという感想を書い

ておりますが、括弧で掲げておりますように、２２年度において、この件が解決したという報告

を聞いておりまして、まことに喜ばしいことだというように思っております。

それから、６ページの一番上でありますが、一般会計からの繰入金であります。上水道事業へ

の移行が秒読み段階に入っておる中で、一定額の積み立てが可能となるように、計画的に、この

積み立てをしていただくように強く希望したいと思っております。

それから、４番目の宅地造成事業特別会計でございます。

２１年度は売り上げがかなわなかったということであります。昨年も指摘をしたわけでありま

すが、いたずらに繰上充用を繰り返すという手法は、制度上も適切とは言えない、一たんけりを

つける方法を検討していただきたいというように思っております。

それから、下水道特別会計でありますが、収入と、それから宮津湾流域下水道の排水負担金を

比較してみますと、ぎりぎり辛うじて空水量がない、そういう形で２１年度は占められておりま

す。一応、空水量がないわけでありますけれども、分担金負担金、それから使用料及び手数料の

収入未済額が５，７４７万円余りあるということでありますので、これを徴収努力を払っていた

だいて、独自の事業費に回す財源となるようにご尽力いただきたいというふうに思います。

それから、７ページの６番目、農集排の会計であります。

一応、２１年度末で供用開始ということになりまして、人口普及率は１００％となりました。

今後、水洗化率の向上に、ぜひ努めていただきたいというように思います。

それから、７番目の介護保険特別会計であります。

介護保険特別会計で、不納欠損処分が１４８万８，４７０円されております。前年度を上回っ

ておるわけですが、先ほどもふれましたけれども、担当課では徴収記録を小まめにつけまして、

こうこうこういう利用で徴収がかなわなかったというようなものを、記録を残しておりました。

それを確認させていただきますと、万やむを得ない不納欠損処分だなというように理解をさせて

いただきました。それから、その後、８番目から１１番目までにつきましては特に申し上げるこ

とはありません。

１２番目の財産区の特別会計でございますが、９ページの一番上に掲げておりますように、懸

案でありました全財産区の決算額を計上することができたという点で高く評価したいというよう

に思います。
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それから、１３番目の基金の運用状況でありますが、総額で３８億５，３６６万１，６４６円

というような多額の基金を有することになりました。将来の財政負担に対応するために、ぜひ適

正な管理運営を心がけていただきたいというふうに考えております。

それから１４番目の、最後にという点で、評価される点を羅列しておきましたので、ごらんい

ただきたいと思います。

それから、２枚ほどめくっていただきまして、今度は水道事業会計でございます。

平成２１年度水道事業会計決算審査意見書でございます。

審査の対象は、水道事業会計決算、審査の実施日は８月１７日でございます。審査の方法につ

きましては、諸帳簿を検査させていただきました。審査の結果につきましては、２１年度におけ

る予算の執行については、おおむね適正に執行されていると認めさせていただきました。

それから、次ページに決算数字を掲げておりますけれども、特に申し上げることはございませ

ん。

それから、今度は薄いほうの平成２１年度与謝野町財政健全化審査及び水道事業会計経営健全

化審査の意見書でございます。これは、監査委員の審査を経て議会並びに町民に公表すべしとい

うことで義務づけられたものでございます。

まず最初に、与謝野町の財政健全化審査の意見書でございます。審査の概要につきましては町

長から提出された２１年度の財政健全化判断比率及び、その算定の基礎となる事項を記載した書

類を見せていただきました。審査の実施日は８月２３日であります。審査の結果でございますが、

いずれも適正に作成されているものと認めたということでございます。

それから、真ん中の、その表でございますが、ちょっと見方をご説明させていただきますと。

①の実質赤字比率につきましては、右端のマイナス２．５０。それから、その下の②の連結実質

赤字比率につきましては右端のマイナス７．９４、これが当町の比率でございます。

それから、③の実質公債費比率につきましては、中ほどの平成２１年度として掲げております

１６．７％が、当町の比率。

それから、④の将来負担比率につきましては、平成２１年度の１１３．５％というのが当町の

比率ということでございます。ジグザグになっておりますが、当町の比率は、そのように掲げて

おります。

（２）の個別意見でございます。実質赤字比率はマイナスの２．５０％、すなわち黒字なので

該当しないということでハイフォン表示をいたしております。

それから、②の連結実質赤字比率はマイナス７．９４％、すなわち黒字なので該当しないと、

ハイフォン表示となっております。

③の実質公債費比率は１６．７％、早期健全化基準の２５．０％を下回っており、まだ良好な

範囲と言えるが、府内市町村の中では、もっと低い団体が多いという言い回し方をしております。

それから、④の将来負担比率１１３．５％については、早期健全化基準の３５０．０％を大幅

に下回っており、良好な範囲と言えます。前年度より１０．２ポイント上がりましたのは、やは

り有線テレビ拡張事業などの多額の起債元利償還が将来の大きな負担に、覆いかぶさってくると

いうことですが、府内市町村の中ではまだ低いほうに位置すると。

（３）ですが、是正改善を要する事項、特に指摘すべき事項はないということでございます。



－43－

それから、２ページです。２１年度の水道事業会計経営健全化審査意見書。審査の概要につき

ましては、町長から提出された資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類を見

せていただきました。審査の実施日は、８月１９日です。審査の結果としまして書類全般、いず

れも適正に作成されているものと認めました。

それから、真ん中の表でありますが、２０年度、２１年度がハイフォン、経営健全化基準が

２０．０％、当町の比率はマイナスの２２２．４％となるということでございます。したがって、

健全な状況にあるということでございます。

個別意見として掲げておりますのは、流動比率について掲げております。水道事業の財務の短

期流動性を表示する流動比率、すなわち流動資産を流動負債で除した率でありますが、

５４８．３％という数字になります。経営健全化審査における資金不足比率を算出するに当たっ

て、実質的な資金不足額を把握するため、平成２２年度に償還する企業債の予定額４，３００万

円余りですが、これを１年基準というように位置づけまして、流動負債に算入して計算しますと、

これを分母に含めて計算するということでありますが、実質、流動比率は３４０．６％となり、

資金不足が発生しない。したがって、実質的な資金不足比率がカウントできないため、良好な状

態にあると認められるということであります。これら係数について適正に処理をされておりまし

た。是正改善を要する事項につきましては、特に指摘すべき事項はないということであります。

以上、概要についてご報告をさせていただきました。

ちょっと申しわけありません。

この分厚いほうのミスプリがございますので、ちょっとご訂正をお願いします。

５ページの上から２行目ですが、積立金は５１１６２０円と掲げておりますが、単位が

１，０００円単位ですので、ご訂正のほどお願い申し上げたいと思います。大変失礼しました。

議 長（井田義之） 以上で、監査委員の決算審査報告を終わります。

お諮りいたします。

追加日程第１ 請願第１号を議題としたいと思いますが、ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

議 長（井田義之） 異議なしと認めます。

追加日程第１ 請願第１号を議題とすることに決定しました。

追加日程第１ 請願第１号 米価の大暴落に歯止めをかけるための請願書を議題とします。

紹介議員の説明を求めます。

今田議員。

１ ６ 番（今田博文） それでは、請願の提案をさせていただきたいというふうに思っております。

請願団体は、与謝野産直の会、代表西川誠司さん。御存じのように西川さんは誠武農園の代表

者でございます。

文面を朗読をさせていただきまして、提案にかえさせていただきたいというふうに思っており

ます。

昨年、わずかな米の過剰で始まった需給のゆるみが、政府が適切な対策をとらなかったために

雪だるま式に広がり、米価は９カ月連続で下落し、ついに６月の相対取引価格は史上最低まで落

ち込んでいます。



－44－

この間、政府の需給予測の狂いもあり、６月末在庫は３１６万トンにも膨れ上がる一方、こと

し豊作が予想され、「過剰米」は一層深刻化しようとしています。超早場米の出荷も始まってい

ますが、宮崎県のコシヒカリの生産者概算金は１俵（６０キロ）当たり、前年より２，０００円

も低い１万円となり、それに続く早場米の概算金も千葉県、大分県などで１万円と報じられるな

ど、深刻な事態になっています。

市中相場は新米で１万２，５００円程度といわれ、売れ残っている０９年産米は、さらに、そ

れ以下の価格にならざるを得ず、現状を放置すれば米の需給の混乱も、米価の下落も、かつて経

験したことのない異常事態となることは必至です。

この数年来、生産費を大幅に下回る米価が続き、生産者の努力は限界を超えており、さらなる

米価の下落は日本農業の大黒柱である稲作の存続を危うくするものです。それはまた、国民への

主食の安定供給を困難にし、政府が進めている米戸別所得補償モデル事業さえも台なしにするも

のと考えます。

私たちは、米の需給を引き締めて、価格を安定・回復させるためには、政府が年産にかかわら

ず、過剰米を４０万トン程度、緊急に買い入れることが最も効果的であると考えます。

以上の趣旨から、下記の事項について意見書を政府関係機関に提出していただくことを請願す

るものです。

請願事項

１．年産にかかわらず４０万トン程度の買い入れを緊急に行うこと。

２．米価の下落対策を直ちに講ずること。

これが請願の文面でございます。

少しだけ補足をさせていただきたいというふうに思っています。

先ほど、宮崎県の例を申し上げましたけれども、宮崎県の作況指数は１０６というふうに報道

されています。まさに豊作でも喜ぶことができない状況になっているというふうに考えておりま

す。このまま米価下落が続けば大混乱すると、自民党水田農業振興議連の今村会長は指摘して、

政府に米価下落対策を求める考えを示しています。

また、７月の参議院選挙で民主党、みんなの党以外は買い入れに賛成の立場を主張しています。

このまま下落を放置すれば、２，０００億円から３，０００億円のコストがかかると言われてい

ますが、今４０万トンの買い入れをすれば８５０億円で済むと試算されています。

米の販売においては、量販店は新米を１０キロ、２，９８０円以下で販売の構えを見せている

と報道されています。そうすると、流通経費を除くと、農家の手取りは６０キロ９，４００円に

なると予想されており、この現状を打開するためには、政府の買い入れしかないというのが農家

の皆さんの願いでございます。

どうか、願意を十分くみ取っていただきまして、ご賛同いただきますように、よろしくお願い

を申し上げます。以上です。

議 長（井田義之） これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

１５番、勢旗議員。

１ ５ 番（勢旗 毅） 紹介議員に２点ほどお尋ねをしたいと思っております。
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一つは、今、紹介議員さんから紹介がありましたようにですね、非常に持ち越し在庫がふえて

いるということなんですが、私、今の農政に間違いがあったと、こういうふうに思わざるを得な

いですけれどもね、そこは紹介議員どう思われますか。

議 長（井田義之） 今田議員。

１ ６ 番（今田博文） 民主党政権になりまして、米政策、農業対策というのは非常に大きく転換をいた

しました。

皆さん、ご存じのように所得補償制度と、こういう形で政策が講じられるというふうなことに

なったわけでございますけれども、固定費としまして１反に１万５，０００円、販売農家には補

助金を出すというふうな政策でございますけれども、業者がそれを見まして、その分は安く買い

たたくというふうな風潮が出ております。この部分に、勢旗議員おっしゃったように賛同される

皆さんもあるというふうに思いますけれども、やはり少しゆがみがあるんではないかなというふ

うにも思っております。

猫の目行政とか、いろんな農政だとかいうふうに今まで報じられておりまして、非常に農家は

右往左往しているというのが現状だろうというふうに思っております。ここで背骨の通った政策

といいますか、農政というのは求められているんだろうというふうに思っています。

議 長（井田義之） 勢旗議員。

１ ５ 番（勢旗 毅） 仮に、今言われておりますように２，０００円下がるといいますとですね、

６０キロで。８俵とれると１万６，０００円、ちょうど１万５，０００円と合致するような数字

になってまいります。したがって、その１万５，０００円を農家に配ると、その費用は、いわゆ

る今までの農家の基盤整備、農業の基盤整備費を削ってここに入れている。こういう実態ですか

ら、基盤整備はできないわ、米価は下がる、農家の収入もふえないと、こういうことで、私は今

の方はですね、いわゆる国際価格に近づけるという方式ではないかなというふうに思っておるん

ですが、そこのところだけ、紹介議員の考えを提起して終わります。

議 長（井田義之） 今田議員。

１ ６ 番（今田博文） 国際価格に近づけるということになるのかどうかわかりませんけれども、民主党

の政策というのは、自由貿易を推奨といいますか、推進すると。米価というのは市中に任せると

いうのが基本のスタンスです。そのかわり固定部分は今申し上げましたけれども、変動部分とい

うのがございまして、一定の基準よりも下がれば、その分を補てんをすると、こういう制度があ

るから、それで米価というのは安心と、米価というよりも農家は安心できる、所得は減らないと

いうのが民主党の言い分でございますけれども、市中に任せる米価というのは少し危険をはらん

でいるのではないかなというふうに思っています。

議 長（井田義之） 杉上議員。

４ 番（杉上忠義） それでは、米価の大暴落に歯止めをかける請願につきましてお尋ねしたいと思い

ます。

今、出ていましたように、国の農業政策、これまで朝令暮改と言われるようにですね、ころこ

ろ変わって大変難しい問題であるということは認識しているところでございます。

先ほど、今ありましたように、特に政府におきましては自由貿易協定ＦＴＡの問題が絡みまし

て、大変難しい対応を迫られているというふうに思ってるところでございます。
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しかるに請願の表現によりますと、政府が適切な対策をとらなかったために、雪だるま式に広

がり、米価は連続して下落したという表現がございますけれども、これは政府の模索を無策を批

判するということなんでしょうか。

議 長（井田義之） 今田議員。

１ ６ 番（今田博文） それは取り方だというふうに思うんですけれども、ここの文面の、どうなんでし

ょうかね、政府の、いわゆる何でしたか、適切な処置をとらなかったということについては、先

ほど勢旗議員の質問の中でも申し上げましたように、一貫して買い入れはしないと、こういう姿

勢を政府が貫いておりますので、いわゆる市中は、それを見て、当然、米は下がると、こういう

判断で動いているというふうな意味だというふうに理解をしています。

ここで政府が何らかの処置、あるいは情報発信でもすれば、もう少し好転といいますか、この

ような状況にはならなかったんではないかというふうな意味で書いてあるんだというふうに認識

しています。

議 長（井田義之） 杉上議員。

４ 番（杉上忠義） そのことにつきましては、皆さんご存じのように小泉改革のときにですね、市場

原理を最優先した結果、こういう現象が起きてきているわけでありまして、今の政府がとってお

る政策によって、米の暴落が起きたという表現はいささか抵抗があるというふうに思いますけれ

ども、紹介議員は、どのようにお考えでしょうか。

議 長（井田義之） 今田議員。

１ ６ 番（今田博文） それは先ほども申し上げましたように、政策、その他いろいろと、それはその人

のとり方、思いでございまして、この請願者は、そういう思いでとっておられるので、ここに文

面にされたということだと認識をしています。

議 長（井田義之） 杉上議員。

４ 番（杉上忠義） もう１点、お尋ねしたいというふうに思います。

いつもの場合、生産者の立場から請願が来ますと、非常に議員、議会としては悩ましいわけで

すけれども、それはいつの場合も消費者の視点がないわけですから、今ありましたように、紹介

議員からお話がありましたように、米の値段、安くなってくると、スーパーの値段が幾ら、幾ら

と、こういった問題も踏まえて議論していかないと、非常に生産者の立場だけで議論を進めてい

くのも、なかなか問題があるんじゃないかというふうに思いますけれども、紹介議員はどのよう

に議論を進められるおつもりでしょうか。

議 長（井田義之） 今田議員。

１ ６ 番（今田博文） いわゆる農家の再生産できる価格というのは６０キロが１万６，５００円だとい

うふうに言われておりまして、それを下がると非常に農家というのは苦しい状況に追いやられる

というふうに思っております。確かに生産者ばかりでなく、消費者の立場もということでござい

ますけれども、与謝野町は、まさしく農業の町でございます。豆っこ米を中心にして、米を売っ

ていこう、よい米をみんなでつくっていこうという姿勢を示している町でございますので、当然、

生産者の立場というのは大いに大事にしなければならないというふうに思っております。

議 長（井田義之） 杉上議員。

４ 番（杉上忠義） きょう、午前中からの議会改革、議会の基本条例のお話もありまして、その中で
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非常に重要なんは、こうした議員同士の討論が非常に重要だというふうに、私も認識していると

ころでございます。ぜひとも、消費者の視点も交えまして、活発な議員同士の議論が展開される

ことを期待して質疑といたします。よろしくお願いいたします。

議 長（井田義之） ほかに質疑ございませんか。

（「なし」の声あり）

議 長（井田義之） これにて質疑を終結します。

紹介議員お帰りくださいませ。

お諮りいたします。

本請願は、産業建設常任委員会に付託したと思いますが、ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

議 長（井田義之） ご異議なしと認めます。

よって、本請願は産業建設常任委員会に付託することに決定いたしました。

以上で、本日の日程は全部終了しました。

本日は、これにて散会いたします。

次回は９月９日、午前９時３０分から開議しますので、ご参集ください。

お疲れさまでした。

（散会 午後３時５分）


